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【ガイダンス編】 
Ⅰ 小学校教育実習にあたって 
(1)教育実習の意義と目的 
■教職専門科目のなかで、教育実習は、とくに重要な位置を占めている。教育実習は、つぎ
のような教育的意義をもつからである。 
①教育実習は、大学において学習した諸理論を実習校（園）において実践することで、理論
と実践との密接な相互関係を確かめる機会となっている。 
■大学において修得した諸理論、とりわけ教職の専門科目や教科の専門科目において学ん
だ諸理論は、教育実習という実践をとおし、はじめて検証される。 
■その際、これまで学んだ知識、あるいは学ぶことへの姿勢そのものの不十分さを反省させ
られることもある。また、新たな課題を発見し、その後の大学における学習のあり方を充実
させていくこともある。したがって、教育実習は、これまで学んできたこと（理論）と実際
に教えること（実践）との関係を身をもって体験できる機会になっている。 
 
②教育実習は、教育者のあり方やその資質について学び、また自らの教職への適性を考える
機会になっている。 
■児童に対する愛情・誠意・情熱など、教育者には様々な資質が求められる。教育実習は、
そうした教育者としての資質について考える機会になっている。 
■教育実習を行うなかで、教育者としての喜びや楽しみを感ずる場合もある。その一方で、
悩み、苦しむこともある。しかし、それを一過性のものとして終らせてはならない。そうし
た悩みや苦しみと対峙することで、はじめて自らの教職に対する適性や、今後の教育者とし
ての生き方を考えることができる。 
 
③教育実習は、教育的技術を体得する機会となっている。 
■教育者には、様々な資質や専門的知識が求められる。また、それにとどまらず、教育的技
術を体得することも要求される。 
■当然のことながら、実習生は、教育的技術が未熟である。そのため、場合によっては、児
童に負担をかけることもあろう。しかし、そうした失敗を犯したとしても、それは教育的技
術の必要性を改めて考える契機となるはずである。 
 
■以上のような教育実習の意義をふまえ、その目的を以下のように考えたい。 
◆大学で学習した諸理論を実践に移し、理論と実践との密接な相互関係を確認する。 
◆教育実習という教育的経験をとおし、教育者の資質を理解するとともに、自らの適性を検
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討する。 
◆教育の実践的活動を行うにあたっての諸技術を習得する。 
 
(2)小学校教育実習のねらいと概要 
①ねらい 
■小学校の教育活動に参加し、客観的態度をもって小学校教育への理解を深めるとともに、
その機能、ならびに小学校教諭の職務について学ぶ。 
 
②概要 
◆実習校における教育活動全般について理解する。 
◆小学校教育の一日の流れを理解し、参加する。 
◆児童の観察や関わりを通じて児童期の発達特性、ならびに必要とされる知識、技能、さら
には心構え、態度を理解する。 
◆小学校の教育活動（学習指導・生活指導など）に関する事項を理解する。 
◆学習指導や生活指導などの一部を担当し、教育技術を修得する。 
◆職員間の役割分担とチームワークについて理解する。 
◆保護者とのコミュニケーションなどを通じ、家庭や地域社会に対する支援や連携につい
て理解する。 
◆児童の最善の利益を具体化する方法・配慮について学ぶ。児童一人ひとりの基本的なニー
ズの違いに配慮し、それに応じたサービスが異なることを念頭に置く。また児童一人ひとり
の差異を越えて共通する課題も存在することを学習する。 
◆小学校教諭としての職業倫理を具体的に学ぶ。その際、守秘義務をつねに念頭において活
動する。 
◆安全、および疾病予防への配慮について理解する。 
◆環境整備について学ぶ。 
◆担当教員の指導のもと、部分的あるいは全体的教育活動を自ら計画、実施し、反省、評価
する。 
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(3)小学校教育実習の管理と運営 
■小学校教育実習は、大学と実習校、ならびに実習生の三者の協働のもとに実施される。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・教育実習計画の立案
・実習前の学生指導
・実習状況の把握と指導助言
・指導上の原則事項の決定
・実習校の配当
・成績評価の最終決定
・指導計画の立案
・実習生配当の決定
・校長、教頭、主任、指導教諭などによる指導講話
・人権教育・特別支援教育等に関する指導講話
・各指導教諭による実習指導
・指導日程の具体的決定
・勤務の管理（勤務時間・勤務方法・控室など）
・出勤簿の管理
・実習記録の指導
・その他、具体的な実習指導
・大学および実習校の計画のもと、実習生として主体的で真摯な態度をつねに
保つ
・実習校の方針を遵守し、担当教諭の指導に従う
・実習生として規律節度を守り、真摯な研究態度をもって意欲的に実習を行い、
理論と実践との統一を期す
大学
実習校
実習生
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Ⅱ 小学校教育実習ガイダンス 
1.2 年次における事前ガイダンス 
(1) 2 年次における小学校教育実習指導の流れ 
■2 年次における小学校教育実習事前ガイダンスは、第 1 回「学年開始時の指導」、第 2 回
「『内々諾』についての指導」、第 3回「『内諾』についての指導」に分けられる。そのおよ
そのスケジュールを示せば、以下のとおりである。 
 
第 1回（4月） 学年開始時の指導   
第 2回（7月） 「内々諾」についての指導   
第 3回（2月） 「内諾」についての指導   
 このほか、必要に応じて適宜、小学校教育実習指導を行う。 
 
(2)「小学校教育実習履修基準」について 
■児童学科では小学校教育実習にあたり、以下のような「小学校教育実習履修基準」を設け
ている。このうちの 1項にでも觝触した場合、教育実習（小学校）を履修することができな
い。 
 
「小学校教育実習履修基準」 
1条 教員としての適性があり、教員志望の意志が強固で、教員採用試験を受験するこ
と。 
2条 心身ともに健康で、実習校の教育活動に支障をきたすおそれがないこと。 
3条 本学における平素の受講状況が良好であること。 
4条 実習の行われる前々期までに、つぎの要件を充足していること。 
1）原則として「実践力基礎演習」を履修すること。 
2）「教職に関する科目」について、2科目以上単位未修得の科目がないこと。 
3) 「教科に関する科目」について、7科目以上単位修得していること。 
4）「卒業必修科目」について、2科目以上単位未修得の科目がないこと。 
5）「文部科学省令（教育職員免許法施行規則第66第5項）で定められた科目」について、 
    2科目以上単位未修得の科目がないこと。 
5条 編入学生については別途定める。 
 
付則 本規程は平成 26年度以降入学生より適用する。 
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「小学校教育実習履修基準（編入者対象）」 
 
1条 教員としての適性があり、教員志望の意志が強固で、教員採用試験を受験するこ
と。 
2条 心身ともに健康で、実習校の教育活動に支障をきたすおそれがないこと。 
3条 本学における平素の受講状況が良好であること。 
4条 実習の行われる前々期までに、履修登録した「教職に関する科目」、「教科に関する 
     目」、「卒業必修科目」、「文部科学省令で定められた科目」のうち、単位未修得の科 
     がないこと。 
 
付則 本規程は平成 2７年度以降編入生より適用する。 
 
■なお、単位修得の審査の申し合わせ事項として、以下の点に言及する。 
①通年開講科目においては、「履修中扱い」とし、中間成績判定がなされている科目につい
ては、中間成績および出席状況を単位修得の審査対象とする。中間成績判定がなされていな
い科目については、出席状況のみを単位修得の審査対象とする。 
②「…と…のいずれか」と表記される科目において、一方が未履修、一方が不可の場合は「未
履修扱い」とする。すなわち、単位修得中とは認められない。 
③追試験科目については、以下のように取り扱う。 
(ⅰ)追試願が提出されていれば、「履修中扱い」とし、出席状況のみを単位修得の審査対象
とする。 
(ⅱ)追試願が提出されていなければ、「未履修扱い」とする。すなわち、単位修得中とは認
められない。 
(ⅲ)追試願提出の有無の判断は、前期試験最終日を経て行う。 
④再試験科目でも、成績判定は「不可」とし単位修得中とは認められない。 
⑤再履修科目については、以下のように取り扱う。 
(ⅰ)教務課に受講届が提出されている場合、「履修中扱い」とする。 
◆半期（前期もしくは後期）開講科目の場合： 2年次後期終了時までに、成績判定がなさ
れている科目については、最終成績および出席状況を単位修得の審査対象とする。成績判定
がなされていない科目については、出席状況のみを単位修得の審査対象とする。 
◆通年開講科目の場合： 2年次後期終了時までに、中間成績判定がなされている科目につ
いては、中間成績および出席状況を単位修得の審査対象とする。中間成績判定がなされてい
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ない科目については、出席状況のみを単位修得の審査対象とする。 
(ⅱ)教務課に受講届が提出されていない場合、「未履修扱い」とする。すなわち、単位修得
中とは認められない。 
(ⅲ)受講届提出の有無の判断は、教務課により指定された〆切日時を経て行う。 
 
(3)「内々諾」について 
■小学校教員免許状の取得を希望する学生は、3年次 10月下旬から 11月上旬に、教育実習
（小学校）を履修する。そのためには、あらかじめ 2年次にどの小学校で実習指導を受ける
のかを決定しておく必要がある。その際、夏休みなどを利用して、実習を希望する小学校を
訪問し、教育実習指導を受ける許可を取り付けておかなければならない。これを「内々諾」
と言う。 
 
①「内々諾」にあたっての大学への提出書類 
■「内々諾」を取り付けるにあたり、大学には以下の 2種類の書類を提出する。 
(ⅰ)「小学校教育実習 実習希望先調査票（様式 1）」 
(ⅱ)「小学校教育実習 実習内々諾先調査票（様式 2）」 
 
②「内々諾」までの手順 
■「内々諾」は、以下の 4つのステップにより取り付ける。 
(ⅰ)実習希望小学校の決定 
■教育実習指導を希望する小学校を決定する。希望先の小学校は、以下の a から e に分け
られる。 
a.津山市以外の出身公立小学校 
b.出身私立小学校 
c.出身以外の地元小学校 
d.津山市立小学校（出身者） 
e.津山市立小学校（出身者以外） 
■2年次夏休み中に「内々諾」を取り付ける。諸般の事情で「内々諾」を取り付けることが
できなかった場合、早急に大学に連絡する。 
■eに該当する学生は原則として認めないが、やむを得えない場合、まず大学と津山市小学
校々長会、教育委員会等との間で調整する。希望者が手続きを行うのは、その後となる。そ
のため、手続きの日時、方法などは別途指示する。 
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(ⅱ)実習希望小学校への連絡 
■教育実習指導を希望する小学校に電話連絡をする。しかし、これにより「内々諾」を取り
付けるのではない。「内々諾」を受けるにあたり、実習指導を希望している旨を伝え、直接
校長（または教頭）に会うための日時などの予約をする。 
■電話では、「私は○○と申しまして、○○年度の卒業生です。現在、岡山県にある美作大
学児童学科 2 年に在学しています。来年 10 月下旬から 11 月上旬に 4 週間、貴校で教育実
習のご指導を戴ければと思っております。つきましては、直接お目にかかり、ご挨拶、ご相
談申し上げたいのですが…」などの挨拶をする。 
■その際、夏休み期間は校長（または教頭）が毎日在校しない場合もあるので注意する。 
 
(ⅲ)直接校長（または教頭）に会い「内々諾」を取り付ける 
■予約した日時に校長（または教頭）に会い、実習指導を希望している旨を伝え、「内々諾」
を取り付ける。その際、すでに実習がはじまっているとの意識のもと、かならずスーツを着
用する。髪形、髪色、髭、化粧、アクセサリー、爪の長さなど、また言葉遣いや時間厳守に
も留意する。 
■すでに電話で実習指導を希望している旨を伝えている。しかし、改めて「来年 10月下旬
から 11月上旬に 4週間、貴校で教育実習のご指導を戴きたいと思っております。ご許可願
えますでしょうか…」などの承諾を得る。承諾を得ることができたら、「改めて春休みに正
式書類を持ってお伺い致しますので、宜しくお願いします」などと伝える。 
 
＊公立小学校によっては、「実習生を教育委員会が割り当てるので、かならずしも希望どお
りにはならない」などと言う場合もある。その際でも、かならず直接校長（または教頭）に
会い挨拶をする。また校長（または教頭）に、教育委員会に申請するためにはどのような手
続き、書類などが必要かを尋ね（場合によっては、教育委員会を訪問する）、希望小学校名
等と併せ、早急に大学に連絡する。 
 
(ⅳ)「小学校教育実習 実習内々諾先調査票」の提出 
■(ⅰ)から(ⅲ)のステップにより希望する小学校から教育実習指導の「内々諾」を取り付け
ることができたら、「小学校教育実習 実習内々諾先調査票（様式 2）」を提出する。〆切日
時は別途指示する。 
 
 (4)「内諾」について 
■2年次の春休みなどを利用して実習先の小学校を訪問し、正式に校長（または教頭）から
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承諾を得たうえで、書類を手渡す。これを「内諾」と言う。春休みに小学校を訪問すること
ができない、あるいはできなかった場合、早急に大学に連絡する。 
  
①「内諾」にあたっての小学校への提出書類 
■校長（または教頭）に以下の 3種類の書類を提出し、正式に「内諾」を受ける。 
(ⅰ)小学校長宛の「教育実習の依頼について」 
(ⅱ)本学々長宛の「教育実習内諾書」 
(ⅲ)返信用封筒 
■その際、かならずすべての書類が整っていることを確認する。また、各書類に記載されて
いる氏名、小学校名、校長名、実習期間などを確認する。 
 
②「内諾」までの手順 
■「内諾」は、以下の 4つのステップにより取り付ける。 
(ⅰ)実習希望小学校への連絡 
■教育実習指導を希望する小学校に電話連絡をする。これにより、正式に「内諾」を得るた
め、直接校長（または教頭）に会う日時などを予約する。 
■電話では、「美作大学児童学科 2 年の○○と申します。先日は、実習指導をお引き受け戴
けるとのお返事を頂戴致しまして、ありがとうございます。春休みに「内諾」の書類を持っ
て、ご挨拶申し上げたく思っております。もし宜しければ、先生のご都合のよい日時にお伺
いしたいのですが…」などの挨拶をする。 
■その際、春休み期間は校長（または教頭）が毎日在校しない場合もあるので注意する。 
 
(ⅱ)必要書類の記入 
■教育実習指導を希望する小学校を訪問するにあたり、①であげた書類に記入する。 
■「教育実習の依頼について」には日付を記入する欄がある。その日付は、実際に小学校を
訪問する日付を記入する。 
■「教育実習内諾書」には実習期間を記入する欄がある。その欄には、校長（または教頭）
から許可を得た後に記入する。 
 
(ⅲ)直接校長（または教頭）に会い「内諾」の書類を手渡す 
■予約した日時に校長（または教頭）に会い、①であげた書類を手渡す。その際、改めて「本
年 10 月○○日から 11 月○○日までの 4 週間、貴校で教育実習のご指導を戴きたいと思っ
ております…」などの挨拶をする。 
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■服装は「内々諾」を取り付ける場合と同様、すでに実習が始まっているとの意識のもと、
かならずスーツを着用する。髪形、髪色、髭、化粧、アクセサリー、爪の長さなど、また言
葉遣いや時間厳守にも留意する。 
 
＊校長（または教頭）から「この書類を今渡した方がよいか」と尋ねられた場合、その場で
書類を受け取り、春休み明けに提出する。また、「行事で実習期間が合わない。期間をずら
すことができないか」と尋ねられた場合、9 月から 11 月中であれば、開始期間を小学校の
都合に合わせてずらしてもよい。その際、返事をする前にかならず大学に連絡、相談する。 
 
(ⅳ)「小学校教育実習 実習内諾先調査票（様式 3）」の提出 
■(ⅰ)から(ⅲ)のステップにより希望する小学校から教育実習指導の「内諾」を取り付ける
ことができたら、「小学校教育実習 実習内諾先調査票（様式 3）」を提出する。〆切日時は
別途指示する。 
 
(ⅴ)ボランティアを申し出る 
■ボランティアの申し出は「内諾」を取り付けるにあたり、必要な手続きではない。ただし、
「休暇中に実際に児童と接する機会を持ちたいのですが、何かお手伝いをさせて戴けませ
んでしょうか」などと申し出る。実習ではじめて児童に接するよりも、すでにそうした経験
があれば、より落ち着いて実習に臨むことができる。また、小学校に就職を希望する者は、
自らの志望を固める意味でもボランティアを申し出る 
 
2.3 年次における事前事後ガイダンス 
(1) 3 年次における小学校教育実習指導の流れ 
■3 年次における小学校教育実習事前ガイダンスは、第 1 回「学年開始時の指導」、第 2 回
「『小学校教育実習参観実習』についての事前指導」、第 3 回「小学校長会々長講話」、第 4
回「『小学校教育実習参観実習』についての事後指導」、第 5回「『本実習』事前オリエンテ
ーションについての指導」、第 6回「『本実習』についての事前指導」、第 7回「『本実習』に
ついての事後指導」に分けられる。そのおよそのスケジュールを示せば、以下のとおりであ
る。 
 
第 1回（4月）■学年開始時の指導 
第 2回（5月）■「小学校教育実習参観実習」についての事前指導 
第 3回（6月）■小学校長会々長講話 
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小学校教育実習参観実習（6月） 
第 4回（6月）■「小学校教育実習参観実習」についての事後指導 
第 5回（7月）■「本実習」事前オリエンテーションについての指導 
第 6回（10月） 「本実習」についての事前指導 
小学校教育実習（10 月〜11月） 
第 7回（11月）「本実習」についての事後指導 
小学校教育実習報告会（12月） 
このほか、必要に応じて適宜、小学校教育実習指導を行う。 
 
(2)「小学校教育実習参観実習」事前指導について 
①「参観実習」のねらい 
■児童学科では小学校教育実習、すなわち「本実習」に先立ち、小学校教育の実際、授業の
様子、また児童の実態に触れる機会を設け、それらへの理解を深めるとともに、大学での教
育・研究に一層自覚的に取り組み、さらにはこうした経験をもって「本実習」に生かすこと
ができるよう、6月初旬から中旬にかけて 3日間の「参観実習」を予定している。具体的な
実習校、日時、グループ分けなどは別途指示する。 
 
②「参観実習」の心得 
■「参観実習」の心得を以下に示す。 
◆実習中は、各自の課題をもって積極的に取り組む。 
◆登下校時間、準備物（大学からの配布書類、実習校からの配布書類、上履き、下履き、
名札、筆記用具、メモなど）、服装、給食費、交通手段（駐車スペースの有無）、控室の所
在、貴重品の管理などについて、かならず事前オリエンテーションで確認する。 
◆事前オリエンテーション、ならびに登下校に際しては時間を厳守する。 
◆実習校の校則を厳守する。 
◆実習中はすべて先生方の指示に従う。分からないことなどがあった場合、遠慮なく質問
し、自己判断による行動を慎む。 
◆児童、ならびにその保護者にとって実習生は「先生」であることを自覚し、社会人とし
ての振る舞いに努める。 
◆担当教員をはじめ、他の教職員の方々、ならびに保護者などにも積極的に挨拶する。 
◆不用意な言動を慎み、つねに公平な態度で児童に接する。 
◆実習生同士も「○○先生」と呼び合うようにし、言葉遣いに配慮する。 
◆実習中は勤務時間中のみならず勤務時間外も、とりわけ児童の通学区域での言動に慎重
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を期する。 
◆実習中、ならびに実習終了後も守秘義務を厳守する。 
◆実習生自身、ならびに児童の健康、安全管理に十分に留意する。 
◆安全確保のための行動は担当教員の指示に従い、自己判断による行動を慎む。 
◆突発事故や児童の異常が認められた場合、早急に担当教員に連絡する。 
◆やむを得ない理由により遅刻、欠席、早退をする場合、リーダ（または副リーダー）、実
習校、大学に連絡する。連絡先は以下のとおり。なお、追加実習の有無は、実習校と大学と
協議のうえ、決定する。 
◆登下校途中には事故などに十分気を付ける。万が一の場合、早急に実習校、大学に連絡
する。 
◆暴風・大学などの警報が出された場合も、原則として実習生は登校する。 
◆災害等により登校できない場合、早急に実習校、大学に連絡する。 
◆服装は華美にならないよう心掛け、清潔で活動しやすい衣類を着用する。 
◆服装、履物は、実習校の指導に従う。 
◆メモ帳と筆記用具を常時携帯し、実習中はメモをとる（実習中は記録用紙をもち歩かな
い）。 
◆実習終了後、鉛筆を用いず、黒または濃紺のペンにより記録用紙に清書する。間違えた場
合、修正ペンを用いず、二重取消線を引き、修正印を押す。 
◆守秘義務の観点から、記録用紙に個人名を記入しない。特定の児童について記入する場
合、イニシャルを用いる。 
◆勤務中に無断で実習校を離れない。また、勤務終了前に下校しない。実習生の居残りが許
可されている場合、その時間を厳守する。 
◆児童に懲戒を加えない。そうした必要が生じた場合、担当教員に連絡し、指示を受ける。 
◆実習校の物品の使用に際しては事前に担当教員の許可を得る。 
◆クラブ活動、部活動には担当教員の許可を受けて参加する。 
◆児童等と物品の贈答を行わない。 
◆児童を所定の下校時間以降に居残りさせない。その必要が生じた場合、担当教員の許可を
得る。 
◆下校前には担当教員の指示を受け、翌日の予定を確認する。また、教室、控室などの後始
末、電気のスイッチなどを確認する。 
◆児童の自宅を訪問したり、実習生宅に呼び寄せない。また、学外での引率、指導などは行
わない。 
◆電話番号、住所、メールアドレス、記念写真の交換などは行わない (担当教員から、クラ
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ス写真などを戴いた場合は問題ない)。 
◆大学で加入している各種保険に係る事態が発生した場合、早急に大学に連絡する。 
 
③「参観実習」オリエンテーションのためのアポイントメント 
■「参観実習」に参加するにあたり、グループの代表者が 5月中に実習校に電話連絡をし、
事前オリエンテーションの日時を約束する。その際、たとえば以下のような会話を想定し、
練習する。 
■「美作大学 3年生の○○と申します。この度は、ご多用中にもかかわらず、○○月○○日
から○○日までの参観実習のご指導をお引き受け戴きありがとうございました。つきまし
ては、グループ○○名を代表し、準備物、登下校時間などについて、事前のオリエンテーシ
ョンなどをお願いしたいと思っております。そこで、先生のご都合のよい日時に、一度お伺
いしたいのですが、ご都合はいかがでしょうか。」 
■「私どもでしたら○○月○○日○○時以降でしたら、いつでもお伺いさせて戴くことがで
きますが、宜しいでしょうか。」 
■「自家用車でお伺いしても宜しいでしょうか。」 
■「ありがとうございます。では、○○月○○日の○○時にお伺い致しますので、ご指導の
ほど宜しくお願い申し上げます。では、失礼致します。」 
 
＊アポイントのための連絡は、放課後から午後 5時位までを目安に行う。また、事前オリエ
ンテーションは授業に差し支えがないよう、午後 5時位までには終わるよう設定する。 
 
(3)「小学校長会々長講話」について 
■「参観実習」、ならびに「本実習」を今年度に控え、さらには小学校教諭としての就職を
めざすにあたり、津山市小学校長会々長をお招きして講話会を開催する。開催日時、場所
などは別途指示する。 
 
(4)「小学校教育実習参観実習」事後指導について 
①「参観実習観察記録用紙」の提出 
■「参観実習」に際しての授業参観、講話中のメモをもとに「参観実習記録用紙」をまと
め、提出する。〆切日時は別途指示する。 
 
②「参観実習お礼状」の送付 
■「参観実習」が終了したら、各校グループごとにできるだけ早く実習校へお礼状を送る。
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その際、無地の便箋に黒、または濃紺のペンを使用し、ハガキではなく二重封筒に入れて投
函する。コンピュータを用いず、儀礼的な手紙なので手書き・縦書きで書く。 
 
【お礼状文例】 
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【封筒宛名など例】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(5)「本実習」事前オリエンテーションについて 
①「本実習」事前オリエンテーションのためのアポイントメント 
■「本実習」を前に、夏休み中、かならず実習校との「事前オリエンテーション」を行う。
そのため、7月中に一度電話連絡をし、日時などを約束する。その際、たとえば以下のよう
な会話を想定し、練習する。 
■「美作大学 3 年生の○○と申します。今年の○○月○○日から○○月○○日までの 4 週
間、貴校で教育実習をご指導して戴きます。つきましては、事前にオリエンテーションをお
15 
 
願いしたいと思っております。そこで、先生のご都合の宜しい日時に、一度お伺いしたいの
ですが、ご都合はいかがでしょうか。」 
■「私でしたら○○月○○日○○時以降でしたら、いつでもお伺いさせて戴くことができま
すが、宜しいでしょうか。」 
■「自家用車でお伺いしても宜しいでしょうか。」 
■「ありがとうございます。では、○○月○○日の○○時にお伺い致しますので、ご指導の
ほど宜しくお願い申し上げます。では、失礼致します。」 
 
＊アポイントのための連絡は、放課後から午後 5時位までを目安に行う。また、事前オリエ
ンテーションは授業に差し支えがないよう、午後 5時位までには終わるよう設定する。 
 
②「本実習」事前オリエンテーションでの確認事項 
■上記の手順により、夏休み中に実習校での「事前オリエンテーション」を行う。その際、
健康診断書も持参し、また実習校の所在地と通勤経路、所要時間、ならびに小学校周辺の環
境の理解を深めるとともに、以下のような事項を可能な範囲で確認し、実習校の概要、基本
理念および教育方針（教育目標と指導重点など）、実習学級の現況（男女別人数、学級の特
色、約束事、教育目標と指導重点など）、準備事項といった必要事項を『小学校教育実習日
誌』に記入する。 
◆実習担当学年、学級、児童数 
◆学校要覧（実習校の沿革、教育目標、指導の重点など） 
◆勤務時程表 
◆学校の 1日の時程表 
◆行事予定表 
◆校務分掌表 
◆教育課程表（学年別、教科別の指導計画を含めて） 
◆配当学級の週間時間割表、学級経営目標・方針 
◆実習担当学年・学級の指導計画表（研究授業の実施回数、指導案の作成回数など） 
◆校内規則集*1 
◆児童名簿*2 
◆関係教職員名簿*3 
◆給食費および実習に係る諸経費の支払い方法 
◆教科書等貸借の依頼方法 
◆服装、準備物、交通手段、駐車スペースなど（近距離の場合、通勤は徒歩、自転車が望ま
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しい） 
■この他、諸書類の提出期限、月案、週案、日案を貰えるかどうか、また大学指導案を word
などのファイルで必要かどうかも確認する。また、名簿を借りる、あるいはコピーする場合、
かならず担当教員の許可を得て、その保管には十分留意し、使用目的が達せられた後、かな
らず返却する。 
 
＊*1, *2, *3の資料は部外秘の場合もある。閲覧が許可された際にも、かならず細心の注意
を払い、漏洩などのないよう十分に留意する。 
 
③ボランティアの勧め 
■夏休み中に、実習校でのボランティアに参加する。もちろん、これは単位とは直接関係
はしない。けれども、少しでも実習校の雰囲気に慣れておくと、実習がスムーズに進み、
そのなかで「本実習」にあたっての課題も発見できる。 
 
④「実習生について」作成の注意点 
■「実習生について」をコピーのうえ下書きし、提出する。校正のうえ返却するので、それ
を参考に清書し、実習校へ提出する。 
(ⅰ)「自宅」の欄には、帰省先の住所を記入する。その際、○○県から書きはじめる。 
(ⅱ)「下宿又は寮」の欄には、大学へ通学している現住所を記入する。その際、岡山県から
書きはじめる。 
(ⅲ)「保護者」の欄には、保護者氏名、ならびに住所を記入する。自宅の住所と保護者の住
所が同じ場合、「自宅と同じ」と記入し、郵便番号、電話番号もとくに書かなくともよい。 
(ⅳ)「利用交通機関」の欄には、徒歩、自転車、公共交通機関、自家用車などを記入する。
また、おおよその時間も記す。 
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【記入例】 
学年 組 番号 実 習 生 氏 名  
写 
真 
添 
付 
欄 
 
  3 1 15 
     美 作 美 子 
平成   2年   3月   4日生 
自     宅 
 
〒123-4567 
島根県松江市松江 1-2-3 
        （☎123-456-789）        
下 宿 先 又 は 寮 
〒123-4567 
岡山県津山市椿高下 1-2-3 
        （☎123-456-789） 
利
用 
交 
通 
機 
関 
 
 
 
  徒歩 
 
（ 10 ）分 
 
 
保  護  者 
 
氏 名 美 作  美 男 
〒 
   自宅と同じ 
        （☎      ） 
 
(ⅴ)「実習経験」の欄には、以下のように記入する。その際、［施設名］、［小学校名］は、
たとえば「岡山県立誕生寺特別支援学校」「児童養護施設 津山二葉園」「津山市立○○小学
校」のように正式名称を書く。期間は月まででよい。 
【記入例】 
実 習 経 験 
介護等体験実習 岡山県立誕生寺特別支援学校 平成元年 1月 
        児童養護施設 津山二葉園  平成元年 2月 
小学校教育実習参観実習 津山市立東小学校  平成元年 3月から 4月 
 
(ⅵ)「趣味」「特技」「クラブ活動」の欄も、以下の「自己紹介・PR」と同様、積極的に自分
をアピールするよう心掛ける。とくに小学校教育に携わるにあたり必要とされるピアノ、ス
ポーツなどの趣味・特技、あるいはボランティア、アルバイトなどで児童と関わる経験があ
るならば記入してもよい。また、大学時代にクラブ活動をしていない場合も、「大学時代に
はとくサークルには所属していませんでしたが、高校時代には軟式テニス部に属していま
した」などと記入する。(ⅶ)「身体状況」の欄は、とくに健康上留意すべき点がなければ「良
好」と記入する。 
【記入例】 
趣   味 水泳、ピアノ演奏、手芸 
特   技 書道初段（○○書道会）、空手二段（○○空手会） 
ク ラ ブ 活 動 
・美作子ども会 
・大学時代にはとくサークルに所属していませんが、これまで 3年
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間、学童保育のアルバイトを継続しています。 
身 体 状 況 良好 
 
(ⅷ)「自己紹介・PR」の欄には、以下の内容を含めつつ、『小学校教育実習を終えて』など
を参考にし、自分の心構えを具体的に作文する。その際、a.自分の長所を積極的にアピール
する。短所を記入する場合も、それを自分でどのように認識し、いかに小学校教育の場でそ
れをよい方向へと転化しようと考えているのかを記す。b.今回の小学校教育実習での自分
なりの目標を積極的に打ち出す。c.研究授業、学級経営などでは、どのような具体的課題を
設定するかを記入する。 
 
(6)『小学校教育実習を終えて』レポート課題について 
■『小学校教育実習を終えて』を読み、レポートを作成する。〆切日時は別途指示する。 
 
(7)「本実習」事前指導について 
①「本実習」中の心得 
■「本実習」の心得を以下に示す。 
◆実習校の学校教育目標・指導重点、学級経営目標や方針を熟知し、その方針に沿った教育
活動に努める。 
◆実習中は、自分なりの課題をもって積極的に研究授業、学級経営などに取り組む。 
◆実習校の校則を厳守する。 
◆登下校に際しては時間を厳守する。 
◆実習中はすべて先生方の指示に従う。分からないことなどがあった場合、遠慮なく質問
し、自己判断による行動を慎む。 
◆児童、ならびにその保護者にとって実習生は「先生」であることを自覚し、社会人とし
ての振る舞いに努める。 
◆担当教員をはじめ、他の教職員の方々、ならびに保護者などにも積極的に挨拶する。 
◆不用意な言動を慎み、つねに公平な態度で児童に接する。 
◆実習生同士も「○○先生」と呼び合うようにし、言葉遣いに配慮する。 
◆実習中は勤務時間中のみならず勤務時間外も、とりわけ児童の通学区域での言動に慎重
を期する。 
◆実習中、ならびに実習終了後も守秘義務を厳守する。 
◆実習生自身、ならびに児童の健康、安全管理に十分に留意する。 
◆安全確保のための行動は担当教員の指示に従い、自己判断による行動を慎む。 
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◆突発事故や児童の異常が認められた場合、早急に担当教員に連絡する。 
◆登校時間は実習校の指示に従う。出勤後は直ちに出勤簿に押印し、環境整備、指導準備を
完了し、担当教員から当日の指示、連絡を受ける。 
◆やむを得ない理由により遅刻、欠席、早退をする場合、実習校、大学に連絡する。連絡先
は以下のとおり。なお、追加実習の有無は、実習校と大学と協議のうえ、決定する。 
◆登下校途中には事故などに十分気を付ける。万が一の場合、早急に実習校、大学に連絡
する。 
◆暴風・大雨などの警報が出された場合も、原則として実習生は登校する。 
◆災害等により登校できない場合、早急に実習校、大学に連絡する。 
◆服装は華美にならないように心掛け、清潔で活動しやすい衣類を着用する。 
◆服装、履物は、実習校の指導に従う。 
◆指導案の書式などは実習校によって異なることもある。その場合、実習校の指導に従う。  
◆メモ帳と筆記用具を常時携帯し、実習中はメモをとる（実習中は記録用紙をもち歩かな
い）。 
◆実習終了後、鉛筆を用いず、黒、または濃紺のペンにより記録用紙に清書する。間違えた
場合、修正ペンを用いず、二重取消線を引き、修正印を押す。 
◆守秘義務の観点から、日誌、指導案、記録用紙などに個人名を記入しない。特定の児童に
ついて記入する場合、イニシャルを用いる。 
◆勤務中に無断で実習校を離れない。また、勤務終了前に下校しない。実習生の居残りが許
可されている場合、その時間を厳守する。 
◆児童に懲戒を加えない。そうした必要が生じた場合、担当教員に連絡し、指示を受ける。 
◆実習校の物品の使用に際しては事前に担当教員の許可を得る。 
◆クラブ活動、部活動には担当教員の許可を受けて参加する。 
◆児童などと物品の贈答を行わない。 
◆児童を所定の下校時間以降に居残りさせない。その必要が生じた場合、担当教員の許可を
得る。 
◆下校前には担当教員の指示を受け、翌日の予定を確認する。また、教室、控室などの後始
末、電気のスイッチなどを確認する。 
◆児童の自宅を訪問したり、実習生宅に呼び寄せない。また、学外での引率、指導などは行
わない。 
◆電話番号、住所、メールアドレス、記念写真の交換などは行わない (担当教員から、クラ
ス写真などを戴いた場合は問題ない)。 
◆大学で加入している各種保険に係る事態が発生した場合、早急に大学に連絡する。 
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③「本実習」使用品リスト 
■「本実習」に際しての使用品リストを以下に示す。これらをふまえて、各自必要なものを
適宜用意する（とくに「本実習」事前オリエンテーションで必要と指導されたものは忘れず
に）。 
◆『小学校教育実習の手引き』 
◆『学習指導要領（解説）』 
◆「教科教育法」のテキスト、ノート 
◆事前ガイダンスでの配布物 
◆参観記録用紙 
◆国語辞典 
◆「実習生について」のコピー 
◆『小学校教育実習を終えて』 
◆印鑑、朱肉 
◆筆記用具（鉛筆、赤、黒ボールペン、はさみ） 
◆メモ帳 
◆タオル、ハンカチ、歯ブラシ、ポケットティッシュ、カットバン 
◆ジャージなどの運動しやすく、安全な服 
◆靴（上履き、下履き） 
◆腕時計 
◆弁当、はし、湯飲み 
 
④実習開始 1週間前には実習校長宛に挨拶状を送る。 
 詳細は「事前事後指導（小学校）」において説明する。以下、事前に小学校に送付する手
紙の文例のみ記す。宛名の書き方は参観実習お礼状に準じる。 
 
⑤「本実習」中の大学への連絡 
■実習期間中の連絡先は以下のとおり。大学代表（0868-22-7718）小学校実習担当：遠藤健
治（内線 247）、教務職員（内線 229）。 
 
(8)「本実習」事後指導について 
①「本実習お礼状」の送付 
■「本実習」が終了したら、できるだけ早く実習校へお礼状を送る。その際、無地の便箋に
黒、または濃紺のペンを使用し、ハガキではなく二重封筒に入れて投函する。コンピュータを
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用いず、儀礼的な手紙なので手書き・縦書きで書く。文面、宛名の書き方などは、参観実
習お礼状の送付を参照する。 
 
【挨拶状文例】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
②『小学校教育実習報告会原稿集』の作成 
■「本実習」が終了したら、実習生全員の協力のもと『小学校教育実習報告会原稿集』を作
成する。そのねらいは、 
(ⅰ)各自が教育実習での実践を振り返るとともに、その成果と課題を文章にまとめ、実習を
総括する、(ⅱ)他の実習生の実践例を知り、自らの参考とする、(ⅲ)来年度実習に参加する
【
文
例
】 
拝
啓 
 
時
下
、
先
生
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
益
々
ご
清
栄
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。 
 
さ
て
、
こ
の
度
は
ご
多
用
中
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
小
学
校
教
育
実
習
の
ご
指
導
を
ご
快
諾
戴
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
い
よ
い
よ
本
番
が
近
づ
く
に
つ
れ
、
ド
キ
ド
キ
す
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2 年生の参考に供することにある。 
■なお、具体的な役割分担、原稿締め切りの日時、作成部数などの詳細は別途指示する。 
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Ⅲ 小学校教育実習に際する諸注意 
(1)個人情報漏洩対策について 
□個人情報は「特定の個人を識別できる情報」を意味する。たとえば名前や電話番号、住所
などが該当する。このほか、メールアドレスや顔の画像も特定の個人を識別できる場合、個
人情報にあたる。 
□実習先は学校であれ、幼稚園、保育所、施設、さらには病院でも膨大な量の個人情報を保
有している。そのため、実習の際には様々な個人情報に接したり、入手したりする場合もあ
る。たとえば教育実習や保育実習においては、配属になったクラスの五十音順に作成された
園児、児童や生徒、教職員の名簿などを目にする機会もあろう。 
□これらの個人情報は、その利用目的を特定して、本人や保護者から了解を得て入手してい
る。したがって、こうした個人情報は、特定された利用目的の範囲内で取り扱われる。その
ため、入手した個人情報を第三者へ提供するなど、目的の範囲を超える場合、あらかじめ本
人の同意を得なければならない（実習生は実習期間中、実習先のスタッフに準じた扱いとな
るため、利用目的の範囲内で個人情報が提供される）。 
□実習先は保有している個人情報の管理に万全を期すよう法律で定められている。そのた
め、個人情報を本人の同意なしに目的の範囲を越えて使用したり、紛失したり、外部に漏洩
した場合、実習先はその責任を問われ、社会的な信頼を失ったり、法的に罰せられることも
ある。 
 
①事前の留意事項 
□事前の打ち合わせに際し、個人情報の取り扱い及び管理について、実習先のガイドライン
を入手、あるいは説明を受け、その十分な理解をはかる。 
 
②個人情報の借用 
□個人情報の借用が必要と判断された場合、かならず実習先の責任者（校長や園長、施設長、
あるいは部や課の責任者、場合によっては直接の実習指導担当者）に相談する。その際、利
用目的や期間を具体的に説明し、了解が得られた場合にかぎって借用する。 
 
③個人情報の利用、管理 
(ⅰ)個人情報の利用に当たっては、了解が得られた目的以外に使用しない。もし、他の目的
に使用する必要が生じた場合、改めて責任者の了解を得る。 
(ⅱ)個人情報の管理には十分注意し、責任者の指示に従う。 
a.許可を得ず、他の実習生に提供しない。 
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b.紛失などの恐れもあることから、実習先からもち出さない。 
c.実習生用の部屋、ロッカー、机などが用意されている場合、そこで保管する。 
(ⅲ)個人情報の取り扱いで判断に迷う場合、かならず責任者に相談する（自分勝手に判断し
たり、実習生同士で相談しない）。 
 
④個人情報の返却 
(ⅰ)所期の目的が達せられたら、個人情報を早急に責任者へ返却する。 
(ⅱ)実習終了時、個人情報をいまだに保有している場合、早急にそのすべてを責任者へ返却
する。 
 
⑤その他 
(ⅰ)守秘義務について 
□実習先には外部に漏洩することで、損失を被る多くの機密が保有されている。また、園児、
児童や生徒、入所者、さらには教職員にも第三者へ知られることにより被害を被る情報（プ
ライバシーに関する情報）が保有されていることもある。実習中に知り得たこれらの機密
や、実習先に関係するプライバシーに関する情報は、実習中はもちろん、実習終了後も外部
に漏洩してはならない。 
 
(ⅱ)データの作成・管理 
□園児、児童や生徒の観察の結果を記録したメモ、記録用紙などにも個人情報は含まれる。
実習日誌を含め、これら実習中の記録物の保管は厳正にする。 
□また、園児、児童や生徒、入所者、さらには教職員の写真撮影も、個人を特定できる場
合、個人情報に該当する。そのため、撮影が必要な場合、本人の了解を得てから行う。 
(ⅲ)実習時のみでなく普段の生活においても、絶対に他人のメールアドレスや電話番号を
本人の了解なしに第三者へ知らせてはならない。 
 
(2)コンピュータウイルスに関連して守るべき事項 
 コンピュータウイルスに感染した USB メモリ(以下、USB で接続するタイプの音楽プレイ
ヤーなどを含む)やパソコンが近年急速に増えている。それらウイルスに感染した USBメモ
リを実習先のコンピュータで使用したり、感染した実習生のパソコンを使い実習先のパソ
コンとデータのやり取りをすることで、実習校のコンピュータがウイルスに感染し、実習校
に多大な迷惑をかけることになる。実習生自身がそういったコンピュータウイルスの感染
源とならないために、以下の事項をかならず守って教育実習に臨む。 
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①USBメモリの使用とパソコンを用いたデータのやりとり  
 実習生が日ごろ使用している USBメモリを実習先のパソコンで使用しない。また実習生の
パソコンと実習先のパソコンとでデータのやり取りをしない。やむを得ず行わざるを得な
い場合は、かならず実習校の許可を得たうえで、本学において下記の処理を行った USBメモ
リやパソコンにかぎって使用する。  
 
②USBメモリなどのウイルスチェックなどの実施  
(ⅰ)実習担当教員から指示された事前指導の時間(実習開始約 2 週間前)に、普段自分が使
用し、かつ実習期間中も使用する可能性の高い USBメモリを持参して、情報処理教育センタ
ーによるウイルスチェックをかならず受ける(ウイルスに感染していた USBメモリについて
は同センターでそれを駆除する)。実習では、この処理の済んだ USBメモリのみを使用する。 
 
(ⅱ)ウイルスチェックにおいて感染が確認された USB メモリを使用している学生は所持し
ているノートパソコンも感染している可能性がきわめて高いので、実習開始までの間に、所
持しているノートパソコン本体のウイルスチェックを情報処理教育センターで行う。  
 
(ⅲ)実習先でパソコンを使用する場合、実習生自身のノートパソコンの持参を求められる
ことがある。実習先からノートパソコンの持参を求められる場合やその可能性がある場合
は、実習担当の先生と相談のうえ、実習開始までにかならず情報処理教育センターにおい
て、実習先で使用予定のノートパソコンについてウイルスチェックを受ける。  
 
(ⅳ)上記(ⅲ)に関連して、実習先でパソコンを使用する、あるいはパソコンをもち込む場合
は、情報処理教育センターで指定したウイルス対策ソフトウェアを事前にインストールし、
ウイルス対策が確実に実施できるような環境を整える。これに伴い、事前にインストール作
業に関する同意書の提出が求められる。また実習期間の前後にウイルス対策が行われてい
ないパソコン(たとえば実家のパソコンなど)で実習用の USB メモリを接続したり、対策が
行われていないパソコンを一時的に利用しないように留意する。実習に行く直前にはパソ
コンをインターネットに接続し、ウィルスの定義ファイルを最新版に更新しておく。 
 
(3)インフルエンザ、麻疹等の感染症対策について 
①従来型インフルエンザ対策 
■従来型のインフルエンザ対策については、大学から別途指示する。ただし、実習開始前、
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実習期間中はマスクの常用、また手洗い、うがいなどを励行し、みずからの健康管理に努め
る。感染した場合、早急に大学に連絡し、別途指示を待つ。 
 
②新型インフルエンザ対策 
■新型インフルエンザ対策については、大学から別途指示する。 
 
③麻疹（はしか）、風疹（ふうしん）など対策 
■「本実習」事前オリエンテーションに際し、麻疹、あるいは風疹予防接種証明書、または
抗体検査証明書の提出が必要と言われ、母子手帳などによってもそれを証明できない場合、
早急に医療機関において、予防接種、抗体検査を受け、証明書を提出する。なお、抗体検査
の結果、陰性の場合、改めて予防接種、抗体検査を実施する必要があり、その結果が明らか
になるまでには約 1.5 月を要する。そのため、遅くとも実習開始 2 ヶ月前には抗体検査を
受ける必要がある。 
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【実践編】 
Ⅳ 各教科領域-教材研究の進め方基本型 
■授業の単元・題材の場面が決まったら、次の手順で教材研究を進めよう。 
 
(1)小学校学習指導要領で単元の授業に関する指導内容と方法の両面を探る 
■ア■学年目標■■■■当該学年で育てたい「能力面」「内容面」「態度面」等を確認する。 
■イ■該当の指導内容■その単元で到達させたい知識・技能等の面とそのための学習方法の在 
■■■■■■■■■■り方を探る。 
■ウ■内容の取扱い■■この記載がある場合は、指導上の留意点として確認しておく。 
例 社会科 ４年「備前焼の盛んな地域のくらし」 
 
 ア 学年目標 
（１）より、内容面…「地域の産業の理解」 
       態度面…「地域の一員としての自覚」 
 （２）より、内容面…「地域の地理的環境、地域の発展に尽くした先人の働きの理解」 
       態度面…「地域社会に対する誇りと愛情」 
 （３）より 能力面…「地域の社会的事象の観察、調査。地図や各種の資料の効果的活用」 
             ↓ 
      「地域社会の社会的事象の特色や関連などについて考える力」  
      「調べたことや考えたことを表現する力」 
 イ 該当の指導内容  
 （６）「県の様子について、次のことを資料を活用したり白地図にまとめたりして調べ、県 
■■■ の特色を考えるようにする。 
  ウ 「県内の特色ある地域の人々の生活」 
 ウ 内容の取扱い  
（７）内容のウについては、自然環境、伝統や文化などの地域の資源を活用・保護してい 
■■ る地域を取り上げること。その際、伝統的な工業などの地場産業の盛んな地域を含め 
   ること。 
 
(2)小学校学習指導要領の教科等の「解説」書により、指導上の具体的な配慮事 
■ 項を探る 
◎ 授業対象となる単元・題材に関する「指導内容」や「内容の取扱い」等 
に関する記載を調べ、単元展開上の具体的な配慮事項について調べる。 
例 社会科 上記単元の場合 
◎ 指導内容（６）のウに関して 
「県内の特色ある地域の人々の生活を調べるとは」「取り上げる県の特色ある地域とは」
「実際の指導に当たっては」等について、細やかな記載がある。 
◎ 内容の取扱いに関して 
「学習対象として取り上げる地域の数」「伝統的な工業などの地場産業のさかんな地域と
は」「特色ある地域を選定する際には」等について、細やかな記載がある。 
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(3)教科書の単元での記載内容を把握し、単元の指導計画を明確にする 
■児童の学力は１単位時間の積み重ねである単元の学習を通して習得されるものである。指導
要領に示された内容を、どのような流れの中で児童が深めていくかということを大切にし、単元
の中での本時の位置づけを明確にした授業を行うべきである。特に、前時と次時との関連を考慮
すると本時の役割が鮮明になり本時目標も想定しやすくなる。教科書の展開とは異なる場合も
ある。  
◎ 問題解決的な学習が大切にされているので、単元計画は次のような三次構成を基本にすると
考えやすい。 
○ 第一次 単元の導入場面であり、学習への関心を高め、学習問題を設定し学習計画を考
える場面。 
○ 第二次 学習計画に沿って、学習問題を追究する場面。 
○ 第三次 学習問題を解決し、単元の学習をまとめる場面。 
※ 教育実習の授業は、担当教師から指示された場面の授業となることが多い。この場合も、単
元の指導計画等を十分に把握した上での取り組みをするべきである。 
 
(4)学習対象である教材そのものについての認識を深める 
■教材についての認識が授業者に深いほど、充実した授業が実施しやすい。教科書の記載内容の
確認にとどまらず、学習対象である教材そのものについてと、その内容に関する指導上の系統等
についての認識を深めたい。 
 ◎ 学習対象である教材そのものについて 
 ◎ 学習内容の指導上の系統（これまでの関連学習と今後に発展する学習） 
 例 社会科 上記単元の場合 
○ 備前焼に関して ・製品の特徴 ・主たる産地 ・原料とその産地 
  ・製造上の特徴 ・歴史 ・関係者の営み ・その他 
○ 指導上の系統 
   ３年 地域での生産活動  ４年 県内の特色ある地域（蒜山地方） 
   ５年 日本の工業 環境学習 
  
(5)単元の目標を設定する 
①単元での観点別評価規準の想定 
■学習指導要領に示された事項、教材そのもののもつ特徴、学習の進め方などをもとに単元での
指導目標を設定する。このとき、身に付けさせたい知識や技能面だけでなく、各教科等の評価観
点としての基本である「関心・意欲・態度」「思考・判断・表現」「技能」「知識・理解」などの
面から『単元での評価規準』としてまず想定することが大切である。この作業を行い、観点別の
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評価規準をそのまま単元の目標として位置づけてもよいし、その要素を基に短く文章化して示
してもよい。 
 
☆ 新指導要領に準拠した各教科等の評価の観点（Ｈ２２文科省） 
国
語 
・国語への関心・意欲・態度 
・聞く能力 
・書く能力 
・読む能力 
・国語についての知識・理解・技能 
図
画
工
作 
・造形への関心・意欲・態度 
・発想や構想の能力 
・創造的な技能 
・鑑賞の能力 
社
会 
・社会的事象への関心・意欲・態度 
・社会的な思考・判断・表現 
・観察・資料活用の技能 
・社会的事象についての知識・理解 
家
庭 
・家庭生活への関心・意欲・態度 
・生活を創意工夫する能力 
・生活の技能 
・家庭生活についての知識・理解 
算
数 
・算数への関心・意欲・態度 
・数学的な考え方 
・数量や図形についての技能 
・数量や図形についての知識・理解 
体
育 
・運動や生活への関心・意欲・態度 
・運動や健康・安全についての思考・判断 
・運動の技能 
・健康・安全についての知識・理解 
理
科 
・自然事象への関心・意欲・態度 
・科学的な思考・表現 
・観察・実験の技能 
・自然事象についての知識・理解 
特
別
活
動 
・集団活動や生活への関心・意欲・態度 
・集団の一員としての思考・判断・実践 
・集団生活や生活についての知識・理解 
生
活 
・生活への関心・意欲・態度 
・活動や体験についての思考・表現 
・身近な環境や自分についての気付き 
 
外
国
語
活
動 
・コミュニケーションへの関心・意欲・態
度 
・外国語への慣れ親しみ 
・言語や文化に関する気付き 
音
楽 
・音楽への関心・意欲・態度 
・音楽表現の創意工夫 
・音楽表現の技能 
・鑑賞の能力 
 
 
 
 ☆ 各教科等の観点毎の趣旨や大単元レベルでの評価規準等の具体例は、国立教育施策研
究所のホームページで、「教育課程研究センター」が紹介している小学校の「評価規準作成の
手引き参考資料」を検索して活用すると効果的である。 
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※ 社会科での上記単元における観点別評価規準例 
評価の観点 単 元 で の 評 価 規 準 
社会的事象への関心・
意欲・態度 
■県内の備前市伊部で特色ある備前焼が作られていることに関心
をもち、その営みを意欲的に調べることを通して、郷土に対する誇
りや愛情の芽を育む。 
社会的な思考・判断・
表現 
■備前焼づくりに携わる人々の営みに学習問題を見出して追究、解
決し、備前焼は地域の自然や伝えられている技法などを生かして作
り続けられていることを考えたり、携わる人々に対して思ったりし
たことを表現する。 
観察・資料活用の技能 ■備前焼の観察や備前焼に関する写真やＶＴＲ、パンフレット、地
図などの具体的資料を活用して調べ、携わる人々の具体的な営み等
についてとらえる。 
社会的事象に関する
知識・理解 
■特色ある備前焼は、その地域の自然や風土、伝えられている技術
などを生かして生産され続けられていることを理解する。 
 
②観点別評価規準の要素をもとに、単元の目標を設定 
■観点別評価規準をそのまま単元の目標として設定することもできるが、その要素を加味しな
がら文章化して設定する方法もある。 
■例 社会科・上記単元の場合での単元の目標 
■備前市伊部地区で備前焼の生産が盛んなことに関心をもち、地図や写真、ＶＴＲ、パンフ
レットなどの資料を活用しながら伊部地区で備前焼づくりが盛んなわけを調べる。そして、
備前市伊部で備前焼に携わる人々は地域の自然や伝えられている技法などを生かして特色
あるくらしをしていることをつかむととるに、郷土に対する誇りや愛情の芽を育むことがで
きる。 
 
(6)学習指導案を作成する 
①学習指導案とは 
 教師が授業や講習などをどのように進めていくかを記載した学習指導・学習支援計画書。学習
者が授業等を通していかに到達し、学習の喜びを感じるようにするためのものである。 
 また、授業研修等を通して授業力を深めるために公開授業や参観授業を実施の場合、指導者の
意図が参観者にも伝わるようにするための資料ともなる。 
 教育実習の場合、この面での目的も多い。担当教師から充実した指導を得るためにも指導案の
作成に多面的な努力をしたい。 
 
②学習指導案の書式例《美作大学での基本書式》 
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■学習指導案の書式は、学校、研究団体等で多種多様であるが、ここでは、美作大学児童学科で
の基本型を示す。教科等によっても書式は工夫されている。 
○ ○ 科 学 習 指 導 案 
平成○年○月○日（○曜日）○校時  授業場所 指導者氏名 
単元（題材）名  
単元設定の理由 
（教材観） 
（児童観） 
（指導の重点） 
 
単元の目標 
 
単元の指導計画 
 
 
本 時 案（第○次・第○時） 
本時の目標 
 
 
学 習 活 動 教 師 の 支 援 ・ 留 意 点 
１ 
２ 
３ 
４ 
５ 
１ 
２ 
３ 
４ 
５ 
評価の観点  
 
 
③学習指導案の各項記述の基本的立場 
ア 単元（題材）名 
 ひとまとまりの学習内容を表す名称を示す。教科書の「章」や「節」の名称を示すことも多
いが、教科等によっては、児童に訴えかけるような名称に工夫している場合もある。国語科や
図画工作科等では、題材名を示す場合も多い。 
イ 単元設定の理由 
◎ 本単元設定の背景と指導の重点になる方針を示す。 
【教材観】学習指導要領に示された当該学年の内容と教材の特質との関連で、本単元の学習
を通して到達させたい方向を示す。 
【児童観】本教材に対する児童の見方・考え方の実態や、先行の関連学習での学習実態、最
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近の学習への取り組み状況などを示し、本単元の指導が児童の立場に立った指導に
迫るようにする。 
【指導の重点】本単元の学習に児童が主体的に取り組めるようにするための基本的な指導方
針を示す。 
ウ 単元の目標 
 単元全体の学習を通して身に付けさせたい内容を示す。単元の終末に到達させたい知識や技
能等のみを示すものではない。学力とは「知識や技能」だけではなく学習意欲や思考得・判
断・表現などの学習能力なども重要な要素である。 
教科等の評価観点は、多くの場合、「関心・意欲・態度」「思考・判断・表現」「技能」「知識・
理解」の４観点となっている。各教科等の観点別評価の項目ごとに単元での目標を分割して示
してもよいし、それらの要素を加味して短く文章化して示してもよい 
 文体は、授業を児童の立場で実践することを重視し、児童の立場での表現（主語を児童に）
することが多い。（○○できる。） 
エ 単元の指導計画 
 単元全体の指導を１時間毎の指導計画として並列して示す方法もあるが、単元の指導を内容
のまとまり毎に「次」構成をして示すことが多い。 
 文体は、児童の立場で示す。公開授業等の場合、本時の位置も示す。 
☆ 指導計画の書式例 
第一次 ○○○○○○○○○○○○○○・・・・・・・・・・・・（１）  
第二次 ○○○○○○○○○○○○○○・・・・・・・・・・・・（４） 
第１時 ○○○○○○○○○○○○○○ 
第２時 ○○○○○○○○○○○○・・・・・・・・・・・（本時） 
第３時 ○○○○○○○○○○○○○ 
   第４時 ○○○○○○○○○○○○○○ 
第三次 ○○○○○○○○○○○○・・・・・・・・・・・・・・・（１） 
※ 次構成は、第一次が単元の問題把握場面、第二次が追究場面、第三次がまとめの場面とす
る 
ことが多い。 
※ 単元の指導計画の示し方として、各時間毎に、学習活動・児童の意識の方向・教師の支
援・評価規準等を表組みで細かく示す書式もある。 
オ 本時の目標 
 本時の学習のねらいを具体的に示す。抽象的な表現ではなく本時のみに当てはまる表現にす
る。本時のおける到達目標とそれに迫る学習方法の両面から示すと本時のねらいが明確にな
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る。つまり、学習方法と学習内容の両面から記述することが効果的である。文体は児童の立場
で。 
 例 「○○○○することを通して、□□□□□することができる。」 
カ 学習活動 
 本時における児童の学習活動を活動のまとまり毎に具体的に示す。ここも本時の学習の流れ
が具体的に伝わるように本時のみの学習活動として読み取れるように記載する。 
 学習活動の数は、問題解決的な学習過程の場合、次の５段階になることが多い。この５段階
に添ってその場面の学習活動を具体的に表現したい。 
 例 １ 本時の学習のめあてを決める（確認する）。 
   ２ 学習の見通しを立てる。 
   ３ 調べる。 
   ４ まとめる。 
   ５ 次時の学習を決める。 
キ 教師の支援・留意点 
 本時の目標を達成するための教師の支援と留意点を教師の立場で具体的に記載する。学習の
進め方のみでなく、その場面で児童にとらえさせたいことや児童が陥りやすいことなども記載
したい。また、支援の方法が具体的に読み取れるように教師の主要発問や児童の思考や活動を
促す助言、具体的な作業などの活動のさせ方、板書やワークシートなどの工夫も示すと効果的
である。 
 なお。学習の節目を明確にするために、本時の学習のめあてやまとめの内容を四角囲みで示
すとより望ましい。 
 教科等の特色に応じて、社会科・理科・家庭科・体育科などでは、資料や実験器具、材料や
活用器具等を別枠で示す場合も多い。その場合、どのような資料や器具を用いるのかが伝わる
ように具体的に示すことが大切である。 
ク 本時の評価の観点 
 教科等の観点別評価項目の中で、本時に最も大切にしたい！～２項目について、その「評価
観点」と「評価規準」「評価の場面」「評価の方法」などを示す。本時の目標の文末に表現され
ていることが対象になることが多い。この評価規準に到達できていない場合の支援の仕方が記
載できるとより望ましい。 
 
(7)授業に関する資料や用具、教育機器等の準備をする 
 授業における児童の学習活動を充実させるためには、教師には各種の準備物が必要である。
児童に配布する資料やワークシート、黒板に掲示する資料、センテンスカード、児童の作業に
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活用する材料や器具、児童に情報を提示するためのプロジェクターや活用するための映像等の
資料など、極めて多種多様である。児童の学習効果を高めるためにも早めに準備しておきた
い。 
  
(8)本時の指導細案をつくる 
 指導細案とは、本時指導案に示した計画をより具体化したもので、授業の流れに沿って、児
童の姿を想定しながら、発問、指示、助言、提示や配布資料、机間指導の方法、評価、時間配
分などについて示すものである。これを作成することは、計画での不備に気付いたり、更に効
果的なかかわりを見出したりできることが多く、より児童サイドに立った指導ができやすくな
る。また、指導用のメモとしても効果的である。 
 細案の作成に当たっては、机上プランだけでなく、実際に授業を行う教室等で、児童の下校
後に、児童個々の表情を想定しながら発問や板書を行いながら具体化していくと効果的であ
る。 
 この作業を進めていく中で、学習指導案の不備に気付き、指導案を改善することも多いもの
である。 
 
 例 社会科・上記単元での本時指導細案例 
① 学習活動１ 美専焼を観察し話し合う。 １０分 
 Ｔ１ 備前焼の壺と花器を見せ、「これは何でしょう」と問う。 
Ｃ 「壺」「焼き物」「備前焼」・・・  
※ 「備前焼」という発言がなかった場合は、「岡山県で作られている全国に有名な焼き物で
す。何という焼き物か知ってま すか？」と問う。 
Ｔ２ 黒板左上に「備前焼」というカードを添付する。 
Ｔ３ 「備前焼にはどんな物があるかな？」 
 Ｃ 「お皿」「花瓶」「湯飲み」「とっくり」「置物」・・・。 
※ 児童の発言にあわせて、Ｔが用意してきた備前焼を提示する。児童の発言の少ないとき
は、各種の備前焼を教卓上に示しながらその種類の多さに着目させる。 
Ｔ４ 「備前焼は外の焼き物に比べて大きな特徴があるのだけれど分かるかな？」と言っ
て、各種備前焼を写した写真を黒板のカード下に貼る。            
 Ｔ５ 児童の斑に備前焼を１つずつ渡し、「備前焼をしっかり観たり触ったりして特徴を探し
てごらん。」と指示する。そして、教卓には釉薬が使われている色彩豊かな花瓶の焼き物
を置き、「この焼き物とどんなところが違うかな？」と助言する。 
※ 備前焼観察の時間は十分にとり、１つの斑が３つ程度の備前焼の観察ができるようにす  
    る。 
 Ｔ６ 備前焼の特徴等、本時の学習に対応したワークシートを配布し、「見つけた特徴を書き
込みましょう。一人三つかけるといいなあ。」と指示する。 
※ 机間指導により、児童がとらえている特徴とその傾向を把握する。 
 とらえにくい児童には、「触ってみるとどう？」とか「備前焼の一つ一つを比べるとどう か 
 な？」など助言する。備前焼作家のサインには気付きにくいと思われるので、「備前焼の 
 裏や底までよく見てごらん。」と助言する。 
Ｔ７ （観察時間が５分程度経ったとき）「見つけた備前焼特徴を発表しましょう。」 
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Ｃ 「茶色」「土のような色」「ざらざら」「へんな模様」「変な印も」・・ 
※ 発表にあわせて板書する。 
 
② 学習活動２ 備前焼の産地を調べる。  ５分 
 Ｔ８ 「たくさん特徴を見つけたね。では、備前焼はどこでたくさん作られているか知って
いますか？」と言いながら、岡山県地形図を黒板右に掲示する。           
  Ｃ 「備前市では」 
 Ｔ９ 「どうしてそう思ったの？」 
  Ｃ 「備前焼祭りに行ったことがあるから・・・」 
 Ｔ10 児童の思いを聞いた後、「先生が備前焼を作っているところの地図を持っているのでし
ょうかいします。」と言って、備前焼窯元や作家の分布図を掲示する。 
                       （以下省略） 
 
【板書計画】 
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【指導案例】 
国 語 科 第 6 学 年 学 習 指 導 案 (略案例) 
指導者         印 
実習生         印 
平成  年  月  日（ 曜日）     第 校時        6 年  組  教室 
単元名 詩を味わう ── 「われは草なり」 高見 順 ── 
単元教材設定の
理由 
（教材観） 
（児童観） 
（指導の重点） 
(教材観) 
 
■この詩は文語定型詩で、野に生える名も知らない草(雑草)を扱ってい
る。 
■この草は、チューリップやヒマワリのように、きれいな花を咲かせるこ
ともなく、イチゴやスイカのように、甘くて美味しい実を実らせることも
ない。 
■しかし、この草は、そんな自らの運命を肯定的に受け止め、自然に逆ら
うことなく、与えられた自分の個性を伸ばすことを願い、生きることを「美
しく」「楽しく」とらえている。 
■子どもたちに、この草の生きざまを読ませることにより、それを自分た
ちの生き方に置き換えて、より強くたくましく生きる力を身につけさせた
い。 
 
(児童観) 
 
■このクラスは、感性豊かな 30 人ほどの男女で構成されている。 
■子どもたちは、今までの授業の中で、すでに詩の修辞法や、解釈・鑑賞
についてかなりの知識と経験を有しているため、簡単な支援で、この詩の
主題が読みとれるものと思われる。 
単元（教材）の目
標 
〇文語定型詩のリズムを楽しみながら読もうとする。  
〇象徴表現に込められた意味を読み取ることができるようになる。 
〇「自分の願い」について考え、発表することができる。 
単元（教材）の 
指導計画 
全 1 時間扱い 
 文語定型詩のリズムを楽しんで読みながら、「草の願い」を読み取ろう
とする。……1時間 
 
 「草の願い」を、「自分の願い」に置き換えて、これからの生き方を考
えることができる。 
本  時  案 
 
本時の目標 
 
■文語定型詩のリズムを楽しんで読みながら、「草の願い」を読み取ろう
とする。 
 「草の願い」を、「自分の願い」に置き換えて、これからの生き方を考
えることができる。 
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学 習 活 動 
 
教 師 の 支 援・留 意 点 
 
 
１．文語について説明を聞く。 
 
 
 
２．「われは草なり」を音読する。 
 
   全体で２回 
   個人で数人 
 
 
３．詩の感想を発表する。 
 
 
 
 
 
 
４．「草の願い」は何かを考え、発 
  表する。 
 
 
 
５．「伸びる」方法について、わか 
  ったことを発表する。 
 
 
 
６．「草の願い」を、「自分の願い」  
  に置き換えて、発表する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
７．次回の予告 
 
口語⇒文語 
 
 
 
教師→全体→代表 
 
題名→作者→内容 
 
感想をメモさせる。 
 
最初は、自由に発表させる。 
 
 
 
 
 
 
「緑の深きを／願うなり」 
 
 
 
 
「伸びられるとき／伸びんとす」 
「伸びられぬ日は／伸びぬなり」 
 
 
 
「全身すべて／緑なり」 
「毎年かわらず／緑なり」 
「緑の己れに／あきぬなり」 
 
「自分の伸ばしたいものは何か？」を考えて、発表す
る。 
 
評価の観点 
■文語で表現されている部分がわかり、その意味や詩の主題を理解
す 
ることができる。 
口語と違う表現に気づく 
「自分の願い」を考えることができる 
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社 会 科 第 4 学 年 学 習 指 導 案 
指導者         印 
実習生         印 
平成  年  月  日（ 曜日）     第 校時        4 年  組 教室 
単 元 名 備前焼の盛んな地域のくらし 
単元設定の理由 
■第４学年の社会科では、郷土の学習を通して地域社会に対する誇りと愛
情を育てることが求められている。備前焼は岡山県が誇る伝統的工業であ
り、県内外の多くの人に親しまれている。地域の自然を生かし、数百年続
いた技術を深めながら備前焼を生産し続けている人々の働きに接すること
は、郷土への愛情の芽を育てることになると確信して本単元を設定した。 
■児童にとっては、備前焼は家庭にあっても身近な存在とはなっていない
と思われる。そこで、単元の展開に当たっては、備前焼の実物を直接手に
して観察したり、ＶＴＲや写真などの視覚資料を活用したりして、備前焼
の特徴や生産に携わる人々の英知と努力を実感できるようにしたい。 
単元の目標 
■備前市伊部地区で備前焼の生産が盛んなことに関心をもち、地図や写真、
ＶＴＲ、パンフレットなどの資料を活用しながら伊部地区で備前焼づくり
が盛んなわけを調べる。そして、備前市伊部で備前焼に携わる人々は地域
の自然や伝えられている技法など生かして特色あるくらしをしていること
をつかむとともに、郷土に対する誇りや愛情の芽を育むことができる。 
単元の指導計画 
第一次 備前焼の観察や産地調べをもとに、単元の学習計画を立てる。              
（１） 
 第１時 備前焼を観察したり産地を調べたりして、伊部地区で備前焼づ
くりが盛んなことに問題をもち、学習計画を立てる。…（本時） 
第二次 伊部地区で盛んなわけを調べる。            （３） 
 第１時 備前焼の原料や燃料を調べる。 
 第２時 備前焼の作り方を調べる。 
 第３時 備前焼の歴史を調べる。 
第三次  備前焼が伊部地区で盛んなことや備前焼に対する思いを「備前 
    焼新聞」に表す。                   （１） 
本 蒔 案（第一次・第１時） 
本時の目標 
■岡山県の伝統的工業である備前焼を観察したりその産地を調べたりする
ことを通して、備前市伊部地区で備前焼づくりが盛んなことを学習問題と
して設定し、学習の計画を立てることができる。 
学 習 活 動 教 師 の 支 援 ・ 留 意 点 資 料 
１■備前焼を観
察し話し合う。 
 
 
 
 
 
 
 
１■備前焼の特徴を感じ取りやすくするために数種類の備
前焼を提示し、その色合いや製品の種類、家庭での利用の
様子などを小集団で話し合う。 
・備前焼への関心を高めるために、児童の知っていること
や実際に手にした感想などをしっかり表出させたい。 
・家庭での利用の様子から備前焼は貴重品ではあるが、親
しまれていることを押さえておきたい。 
・釉薬を使った焼き物との比較の場もとる。 
・児童が捉えたことなどが記入しやすいワークシートを用
・各種備前焼
（花器、食器
類数点） 
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２■備前焼の産 
地を調べる 
 
 
 
３■備前焼につ
いて調べたいこ
とをワークシー
トに書き、話し合
う。 
 
 
 
 
 
４■備前焼につ
いての学習問題
を決める。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
５■伊部で盛ん
なわけを調べる
方法を話し合う。 
 
 
６■次時の学習
を決める。 
意し、学習の定着と意識の連続を図る。 
２■児童に備前焼の産地を予想させた後、備前焼の窯元や
作家の分布図や備前焼祭りの写真などを提示し、備前焼づ
くりの盛んな地域を話し合う。 
・備前焼の窯元・作家の数を地域別に示し、産地は備前市
伊部地区が中心であることを押さえる。 
３■学習活動１と２からとらえた事実をもとに、各自が備
前焼づくりについて調べたいことをワークシートに書かせ
る。 
 
備前焼について調べたいことを決めよう。 
 
・児童の作業中机間指導を通して、児童の考えの方向の概
要をとらえ、助言や事後の展開に生かすようにする。 
 
４■児童の関心の方向は次のようになると思われる。 
 ア 備前焼の作り方に関したこと。 
 イ 伊部地区で盛んな理由に関したこと。 
 ウ 備前焼の歴史に関したこと。 
 エ その他、販売や他の産地等に関したこと。 
・児童に調べたい根拠を出し合わせたり教師が補足したり
して、まず、ア～ウに集約し、あわせて３つの関係を話題
にしながら次のような単元の学習問題に導きたい。 
 
 備前市伊部で備前焼づくりの盛んなわけを、備前焼
の作り方や歴史から調べよう。 
 
５■調べる方法を話題にし、児童に欲しい資料や情報を求
め、次のような面での情報収集を教師とともに行うように
する。 
・備前焼の作り方や歴史に関する本やパンフレット、写真
など。 
６■次時は、備前焼の作り方を調べることを決めて授業を
終える。 
評価の観点 
○社会的事象への関心・意欲・態度 
 「備前焼づくりについての関心を深めているか」を学習活動３のワーク 
 シート記入の様子からとらえる。 
○社会的な思考・判断・表現 
 「備前焼づくりについての学習問題を見出し、表現しているか」を学習 
 活動４の話し合いの様子からとらえる。 
 
 
 
 
41 
 
算 数 科 第 1 学 年 学 習 指 導 案 
指導者         印 
                              実習生         印 
平成  年  月  日（ 曜日）     第 校時        1年  組 教室 
単 元 名 ひきざん（２） 
単元設定の理由 
○ 教材観 
 これまで、児童は１０までの数の構成についてと１位数同士の引き算に
ついては学習済みである。 
 繰り下がりのある引き算の方法は、大別して数え引き・補加法・減加法
・減々法の４つの考え方がある。答えを出すだけならどれでもよいわけだ
が、ここでは、１０をひとまとめにして、それを使って計算する方法に気
付くようにする。 
 特に、筆算への発展も考えて、全員の児童に減加法の考え方が定着する
ようにしていく。また、減々法についも取り扱い、考え方の多様性にも気
付くようにする。 
 求残の問題や求差の問題・式からの問題作りなども扱い、多様な考え方
の素地を広げていくようにする。 
 
○ 児童観（略） 
 
○  指導の重点（本時の指導の工夫） 
 （本時の基本的な考え方と困難点を推測し、それへの工夫を記述する。） 
 「おりがみが１２まいありました。そのうち９まいつかいました。のこ
りはなんまいでしょうか。」という問題について学習していく。 これは、
求残の問題であり、立式や求答はそれほどの困難は伴わない。答えを先に
言わせてから、答えの出し方について、様々な考え方を出させるようにす
る。数え引きは、最も多くの児童が考える方法だと思うので、素直な考え
として認めていく。減加法や減々法は１２を１０と２に分離する構成的な
見方をしていく必要がある。児童から出ない場合は、ヒントを出して、 
１２を１０と２に分離してから、減加法や減々法について考えていくよう
にする。また、トレーニング問題で数を構成的に見ていくことに慣れさせ
ておく。 
単元の目標 
○ 繰り下がりのある減法の計算方法について、具体物や半具体物を使い
進んで考えよとする。（関心・意欲・態度） 
○ 引かれる数や引く数を分解したりしながら、繰り下がりのある減法の
計算方法を考えることができる。（数学的な考え方） 
○ （十何）－ (１位数）の減法で、繰り下がりのある計算が確実にでき
る。（技能） 
○ （十何）－（１位数）の減法で、繰り下がりのある計算方法を理解す
る。（知識・理解） 
単元の指導計画 
第一次 繰り下がりのある計算の仕方を考える。 
    （１１～１８－１位数） 
 １時 １２－９の答えの求め方をブロックを用いて考える。（本時） 
 ２時  減加法の計算の仕方をまとめて習熟を図る。 
 ３時 減々法の計算の仕方をまとめて習熟を図る。 
 ４時 求差の問題について考え、引き算の使える場面の理解を深める。 
 ５時 １２－５になる問題と答えが７になる問題作りをする。 
 
第二次 カードを使って、繰り下がりのある計算の習熟を図る。（４時間
） 
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本時案（第一次第１時） 
本時の目標 
■問題が引き算の場面であることを理解し、答えの求め方を考えることが
できるとともに、減加法の考え方がわかる。 
学 習 活 動 教 師 の 支 援 ・ 留 意 点                       
１■トレーニング問題
をする。 
 
２■問題文を読み立
式する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
３■計算の仕方を考
える。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
４■考えを出し合い全
体で課題を解決 する。 
 
 
 
 
 
 
 
５■まとめる。 
 
○■７は３と○ ９は２と○  １０は４と○ １０は９と○ 
・■数を構成的に見ることにより、減加方や減々法の考え方につなげ
る。 
 
 
 
 
○■問題文を読みましょう。 
・■問題を全児童のものにするため、問題文は、全員で読んだり個人
で読んだりする。 
○■分かっている数と分からない数は何でしょうか。  
   １２枚■■はじめにあったおりがみの数     
     ９枚■■使ったおりがみの数        
   残りの数わからない  
・■分かっている数と分かっていない数をはっきりすることにより、
立式を容易にする。 
      （今までにもこのような方法を活用している。） 
○■この問題は何算でしょうか。  
     引き算です。■「残りは」と書いてあるから引き算です。 
・■引き算の根拠になる言葉をはっきりする。 
                                
○■答えは分かりますか。          
     ３です。                      
・■本時のめあては、答えの出し方であり答えは簡単にでるので答え
を最初に発表するようにする。 
・■ワークシートで考えるように励ます。 
・■減加法と減々法については考え方として出てくるように、構成的
な見方（１２＝１０＋２）のヒントを与えていく。 
 
○■どう考えたかお話ししましょう。 
・■机間指導で児童の考え方を把握しておき、意図的指名も入れなが
ら、さまざまな考えがでるようにする。      
・■数え引きや補加法や両方に１を加える方法が出てくると思うので
よく賞賛し、紹介にとどめる。 
○■いくつの考え方が出てきたかまとめましょう。  
・■二人組で説明し合う。 
・■考え方をまとめ、よく考えたことを賞賛する。 
 
○■１３－８の計算の仕方を１０からとる方法でお話ししましょう。                          
・■減加法は筆算に発展するものであり、全員の児童が理解できるよ
■おりがみが １２まい ありました。そのうち、９まいつかいました。のこりはなん
まいでしょうか。 
○■どう考えて３になったか、計算の仕方をお話しできるよ
うにしよう。 
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 うにするため、４～５名の児童が発表できるようにする。 
評価の観点 
自分なりに様々な考え方ができ、減加法については理解できたか。 
意欲的に参加し、二人組では自分なりにわかるように説明できたか。 
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理 科 第 5 学 年 学 習 指 導 案 
指導者         印 
                              実習生         印 
平成  年  月  日（ 曜日）  第 校時       5年  組 運動場隅 
単 元 名 流れる水のはたらき 
単元設定の理由 
■第５学年では，自然の事物・現象をそれにかかわる条件に目を向けたり，
量的変化や時間的変化に着目して調べ，問題を見出し，見出した問題を計
画的に追求する活動を通して，変化の規則性についての見方や考え方を養
うことがねらいである。本単元では流れる水に関わる諸現象を時間，水量，
災害などに着目しながら調べ，流水の働きの規則性についての見方考え方
を養うことがねらいである。 
■指導にあたっては野外での直接観察やモデル実験を多く取り入れて実
感の伴なった学習を進め，大自然の大きな力や素晴らしさを実感させた
い。また，野外学習においては，下見や準備、指導などに万全をつくし，
安全に関して最大の配慮を忘れてはならない。 
■本単元で学習する流水の働きは第６学年の大地のつくりの地層の学習
へと発展し，地層のつくりや成因を考えるときの重要な手がかりとなるも
のである。 
単元の目標 
■流れる水の働きに関心を持ち，学校の近くの川の様子を調べたり，写真，
ＶＴＲなどの資料を活用したりして，流水の３作用（侵食・運搬・堆積）
を理解させると共に郷土の自然に親しみ，郷土を大事にする気持ちを育て
る。 
単元の指導計画 
第１次■運動場で雨水の流れたあとを観察して，流れる水のはたらきを考
■■■■えよう。（観察カード：スケッチ、分かったこと・思ったこと・■
■■■調べたいことを記入） 
 
第２次■模型の川を作って，流れる水のはたらきを調べよう。（モデルの
■■■■川で実験・観察 （観察カード：深く掘れている所・砂が溜まっ
■■■■ている所・カーブになっている所のスケッチ、分かったこと・思
■■■■ったこと・調べたいことを記入） 
 
第３次■川を調べよう。（観察カードへ記録―学習の進め方の基にする） 
 第１時■■学校の近くの川に行って，川の様子を調べよう。 
■■■■（川岸から川の様子をスケッチ，川の中に入って深さや流れの様
■■■■子を調べる） 
 第２時■■学校の近くの川で，水の流れる速さや強さを調べよう。 
■■■■（水に浮かべて流れの速さを調べる道具を準備） 
 第３時■■大きな川の様子を写真資料で調べよう。 
■■■■（図書室で大きな川の様子や洪水による地形の変化を調べる） 
 第４時■■学校の近くの川を遡って，川にある石の大きさや形、護岸工
事の場所を調べて見よう。 
■■■■（川を上流へたどって川にある石の形や大きさ、護岸の様子を調
■■■■べる） 
第４次■■流れる水のはたらきをまとめよう。 
■■■■（川の学習の作文を書く） 
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本  時  案（第２次） 
本時の目標 
 校庭の隅に山砂（真砂土）を積んで作った山に，模型の川を作って，水を
流してできる土地の変化を調べ，流水の３作用に気付くとともに，実際の川
に行って調べたいことを考えることができる。 
学 習 活 動 教 師 の 支 援 ・ 留 意 点 準備 
１模型の川を作る 
 
 
 
 
 
 
 
２水を流して土地の変
化を実験・観察する。 
（１）一定の水量のと
き 
 
 
 
 
 
（２）洪水のとき 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
４今日の学習のまとめ
をする。 
 
 
○実際の川には水源，急な流れや緩やかな流れがある
■ことを考えて川の模型を作ろう。 
・川は水源から出発し，急な流れ，緩やかな流れ，細
■い流れ，広い流れ、曲がっている流れなどがあるこ
■とを考えながら，シャベルや手で形を作るよう指示
■する。 
 
 
○水は少しずつ一定量流して模型の川を作ろう。  
・土が削られているところ，流れで運ばれているとこ
■ろ、運ばれてきた土が積もっているところにマーク
■の旗を立てさせ、視点を絞る。 
（観察ノートにスケッチさせる。） 
・旗の位置の地形（川の傾斜、幅、曲がり）と水の流
■れ方との関係について考えさせ，流れる水の働きに
■気づかせる。 
 
○流す水の量を増やして洪水を作ってみよう。 
・川がこわれても手を加えず，そのままにして自然の
■力を分からせる。 
・地形の変化を水の働きと関係付けて考えるよう援助
■する。 
 
 
 
 
 
 
 
○観察ノート「今日の学習で」を書こう。 
 ・わかったこと 
 ・考えたこと 
 ・これから調べたいこと  
※観察ノートの記録は児童の考え方をとらえ，学習の
評価と以後の問題解決学習の進め方に役立てていく。 
・山砂２㎥の
小山 
・シャベル 
 
 
 
 
 
・じょうろ 
・小旗 
 
 
・観察ノート 
・筆記用具 
 
 
 
・バケツ 
評価の観点 
・地形と水の浸食・運搬・堆積の働きを関係づけてとらえることができる。 
・今日の学習をもとに，実際の川に行って調べて見たいことを考えることが
できる。 
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Ⅴ 道徳領域-実りある道徳の指導へ向けて- 
(1)事前打ち合わせ及び事前勉強 
①事前打ち合わせにおいて 
■実習校との事前打ち合わせにおいて、可能であれば「全体計画」と「年間指導計画」の提供を
お願いする。もし実習校の事情により入手ができない場合は、「全体計画」についてはそのコピ
ー、また、「年間指導計画」については必要な箇所(配属の学年が決まっている場合はその学年の
主題の配列の箇所と展開の大要の箇所)のコピーをお願いし、入手するようにする。 
 
②事前勉強及び準備 
(ⅰ)「全体計画」に関連する準備など 
■入手した「全体計画」により、実習校のその年度の重点目標が何か、配属学年で重点的に指導
が計画されている内容は何かということについて確認をする。実習開始までの間にもし機会が
あれば、実習校の先生(道徳教育推進教師)に「なぜそのような内容が学校全体、更には配属学年
で重点的に指導されることになったのか」その理由や、それと関わる児童の道徳性の実態などに
ついてその概要を聞いておくことが望まれる。 
■同じく「全体計画」により、重点目標達成のため道徳の時間に特に求められていることはどの
ようなことなのかを確認しておく。また言うまでもないが、道徳の指導は道徳の時間だけでなく、
各教科、特別活動及び総合的な学習等の時間を通じて指導することが強く求められている。清
掃・給食そして休み時間などの領域外の活動も含めた学校の教育活動全体の中での一貫性のあ
る指導によって児童の道徳性は育成されるものである。それ故、各教科はもとより、特別活動な
どについても、全体計画の中でそれらの教育活動に対して、道徳性の育成のため特にどのような
ことが求められ、どのような役割を担っているのかということについても確認しておくことが
必要である。 
 
(ⅱ)「年間指導計画」に関連する準備など 
■教育実習の期間及びその前後において、自分が配属になる学年では道徳の時間の指導が何を
主題とし、どのようなねらいをもって計画されているのか、更にそのねらいを達成するためにど
のような資料を、どのように活用しながら指導過程が考えられているのかを確認しておく。それ
に加えて、それらの主題の下に指導される内容が、「指導要領」で求められている指導内容のい
ずれに該当するのかを確認すると共に、『学習指導要領 解説-道徳-』の「内容項目の指導の観
点」に目を通し、それらの内容についての理解を深めておくことが望まれる。 
 
(ⅲ)その他 
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■事前打ち合わせの時点で、あるいはその後、実習開始までの間に、自分が直接指導を受ける先
生や道徳教育推進教師との打ち合わせの機会があれば、次の事項を確認したり、可能であれば資
料の入手に努める。 
a.道徳の時間の資料(教材)について：実習の期間中に行われる道徳の時間の指導において、どの
ような資料が使用されるのかの確認、読み物資料が中心資料として使用される場合、できればそ
の読み物資料を入手し、目を通して、その資料のどこにどのような形で「ねらい」に対応した道
徳的価値が含まれているのかを確認し、資料についての理解を深めておく。 
b.指導案について：指導案については、記載内容はどの学校でもほぼ共通しているが、形式につ
いては学校毎に工夫がなされ、微妙に違っていることが多い。実習生が道徳の時間の指導案を作
成する場合、当然その学校の形式に従った指導案を作成することになる。従って事前の打ち合わ
せの時点で、可能であればその学校の指導案の見本のコピーを依頼し、形式等について確認する
と共に、その学校として特に工夫されている点や、作成上留意しなければならない点について聴
いておくことが望ましい。 
 
(2)実習期間中の取り組み・留意点 
①教育活動全体を通じた道徳教育 
■これまでも学校における道徳の指導は、道徳の時間を中心として学校の教育活動全体を通じ
て行うべきこととされていたが、この度の指導要領の改訂においては、『学習指導要領』第 1章
総則の道徳教育について述べられているその冒頭において、「道徳の時間を要として学校の教育
活動全体を通じて行う」ことがうたわれ、このことが特に強調されている。 
■実習の期間中、実習生の関心は教科指導等に関わる事柄に集中し、その準備等に多くの時間を
割くことになる。それは必要なことであり、またやむを得ないことである。しかし教育実習が教
科指導に関わる事柄を中心としながらも、教師として行わなければならない教育活動全般、更に
は学校の業務についての実習であることから、実習生は指導教員の指導・指示の下に、道徳教育、
外国語活動、特別活動そして総合的な学習の時間等の指導は元より、学級経営更には給食・清掃・
休み時間等にも児童と積極的に関わりながら、適宜必要な指導を行うよう心がけるのは当然で
ある。 
■実習生はそれぞれの教育活動の中に、「児童の道徳性の育成」の観点がどのように含まれてお
り、具体的にどのように実践されているのかについて指導教員の指導を受け、また自らも「全体
計画」や「年間指導計画」を通して理解を深め、それの実践に取り組まなければならない。 
■そのためには、『学習指導要領 解説-道徳編-』の第 6章第 2節「各教科、外国語活動、総合
的な学習の時間及び特別活動における(道徳の)指導」及び第 3 節「その他の教育活動における
(道徳の)指導」に目を通し、それぞれの教育活動の中での道徳の指導で求められること、配慮す
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べきことを今一度確認することが大切である。 
 
②学級における道徳の指導と児童の道徳性の実態の把握 
■児童の道徳性の育成という点で重要な役割を果たすのが学級である。従って実習生は配属と
なった学級について、指導教員(担任)がどのような方針の下に、具体的にどのような学級経営を
心がけ、それを通じて児童の道徳性の特にどのような点についての育成に取り組んでおられる
のかについて理解を深め、指導教員の指導の下に児童の指導に当たる必要がある。 
■その際に大切なことは、児童一人ひとりの道徳性の実態を踏まえた指導を行うことである。道
徳性の発達には個人差があり、また生活環境の違いにより児童それぞれのよりよく生きたいと
いう願い、課題意識や抱えている悩みも異なる。勿論、短期間の実習の中で、そういった児童個々
の心のありようを理解することは困難なことであるが、できるだけ児童一人ひとりに注意を配
り、観察し、接する機会を作り、理解に心がけることが大切である。 
■言うまでもなく、道徳性は外側から与えられるものではない。児童一人ひとりの自らの生き方
への関心に基づいて内側から育てられるものである。従って、一人ひとりの児童のよりよく生き
ようとする願いや気持ち、課題意識や悩み、心の揺れ等を共感的に理解して、実態に応じた指導
が道徳教育では何よりも求められるのである。そして、このような態度で児童一人ひとりに接す
ることが、道徳教育を行う上での基本である「教師(実習生)と児童との人間関係(信頼関係)」を
築くことにもなるのである。 
 
③道徳の時間の指導 
■指導教員から道徳の時間の指導を行うよう指示された場合、まず、「年間指導計画」において
計画されている「主題」についての指導が求められているのかを確認する必要がある。「年間指
導計画」で計画されている「主題」についての指導の場合、ねらい・指導内容・中心資料更には
指導の概要も計画されているので、基本的にはそれに基づいた指導計画を計画していく必要が
ある。 
■そのためにはまず、「年間指導計画」作成検討の過程において、なぜその主題の指導が計画さ
れたのかということについて、指導教員ないしは道徳教育推進教員に確認する必要がある。具体
的には、当該学年の重点目標や児童の道徳性の実態との関係の中で、その時期に指導内容(道徳
的価値)及びそれの指導のねらいが設定された理由を確認すると共に、予定されている資料の特
にどこに焦点を当てた指導が計画されているのかについても理解を深めることが重要である。 
■これを踏まえて、資料や指導内容についての理解を深める中で、資料の活用の仕方と関係付け
て、導入段階、展開の段階そして終末の段階での指導方法・指導過程を具体的に構想していく。
その際、使用することが計画されていた資料(中心資料)に加えて、指導効果を高めるために、自
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分で考えた補助的な資料の開発・活用法を工夫し、指導効果を高めることが望ましい。 
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【指導案例】 
道 徳 学 習 指 導 案 
                               指導者          印 
                               実習生          印 
平成  年  月  日（ 曜日）     第 校時         年  組 教室 
主 題 名 相手の気持ちに立って 
主題設定の理由 
（１）ねらいとする価値について 
 本単元で扱う内容項目は、２－（２）「だれに対しても思いやりの心を
もち、相手の立場に立って親切にする。」である。 
 人の気持ちを思い、相手の身になって考える力は、人と人とが共存する
社会を生きていく中で必要不可欠なものである。困っている人がいれば、
親切な気持ちを持って助けてあげなければいけないことは誰でも理解し
ている。しかし、恥ずかしさや自己中心的な考え方などから、困っている
人に手を差しのべられずにいることも多い。そこで、相手の立場や気持ち
を真剣に考え、思いやりの心を持って親切な行動ができるような態度を
育てるため、本主題を構成した。 
 
（２）内容項目にかかわる児童の実態について 
 本学級の児童は、男子○名、女子○名の合計○名である。純朴で素直で
あり、与えられた課題や指示されたことにはまじめに取り組むことがで
きる。ただ、入学前から同じ仲間の中で育ってきていることもありお互い
のことは十分わかっているが、そのために、友達関係の固定化や序列化が
見られる。また、日常生活の中で相手の気持ちや立場を考えないで自分勝
手な発言をしたり、行動をしてしまったりすることもある。 
 そこで、相手の気持ちや立場を考え、思いやりをもって行動できること
がよりよい人間関係を築くことに大切であることを理解させ、親切にし
ようとする実践へと結び付けたい。 
 
（３）資料について 
 本資料は、小学校『道徳の指導資料とその利用 ４』（文部省）「くずれ
落ちた段ボール箱」である。冬休みに、わたしと友子がショッピングセン
ターへ買い物に出かけた時、おばあさんに連れられた５歳くらいの男の
子が通路に積んであった段ボール箱に手を触れて崩してしまう。おばあ
さんは片付けようとするが、男の子はおもちゃ売り場に行きたくておば
あさんを急ぎたてるため、おばあさんは困る。それを見るに見かねてわた
しと友子がおばあさんに代わって整理し始める。 
 そこへ、店員がやってきて、わたしと友子が遊んでいて箱を崩したのだ
と勘違いして叱る。何も悪いことをしていないのに叱られて腹を立てる
が、おばあさんとの約束を守り、最後まで箱を片付ける。 
 ３学期の始業式に、その店員からお詫びの手紙が学校に届き、校長先生
がみんなの前で読む。その手紙には、おばあさんから二人のことを聞い
て、その温かい気持ちに打たれ、わけも聞かずに苦情を申し上げ、ごめん
なさいと書いてあるという内容である。困っているおばあさんを助けよ
うと行った親切が、一度は店員に誤解され後悔するが、おばあさんから言
われたお礼と店員からの手紙で、よかったと考えるわたしに共感させた
い。 
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本  時  案 
本時の目標 
 だれに対しても思いやりの心をもち、相手の立場に立って親切にす
る心情を育てる。 
学 習 活 動 子どもの意識の流れと教師の支援 準備物 
１「友だちに優しく作
戦」での取組みを振り
返る。 
 
 
 
 
 
 
２ 資料「くずれ落ち
たダンボール箱」を聞
き、わたしの心情を話
し合う。 
(1)おばあさんが困っ
ている場面 
 
(2)店員に叱らる場面 
 
 
 
(3)おばあさんがお礼
を言う場面 
 
 
(4)手紙を読まれる部
分 
 
 
３ 今までの自分を振
り返る。 
 
 
 
 
４ 教師の説話を聞
く。 
○ 学級での「友だちに優しく作戦」の取組みの中で、
気づいたことや感じたことを振り返る。その中で、親
切にできたことで気持ちがよかったこと、相手によっ
てはできにくかったことなどを出し、本時の方向付け
をする。 
 
 
 
 
 
○ 本資料は長文であり場面も変化するため、場面絵
を提示し、会話の部分は感情をこめて読む工夫をこら
し、単調な音読にならないようにしたい。 
 
○ 「わたしが、段ボール箱の整理をしようと思った
のはどんな考えからなのか」を尋ねることで、おばあ
さんが困っている様子を察して、整理をしてあげよう
と思ったことに気づかせたい。 
 
○ 「店員に、こんなところで遊ばないようにと注意
された時、わたしはどんな気持ちになったか」を尋ね、
整理をしたことに対する後悔の念やおばあさんとの
約束を果たそうとする気持ちや様子などの意見が出
るように話し合わせる。 
 
○ 「帰ってきたおばあさんにお礼を言われた時、わ
たしはどんな気持ちになったか」と尋ねることで店員
に叱られたが、片付けをしてよかったとうれしくなっ
た気持ちを感じ取らせる。 
 
○ 「校長先生に手紙を読まれて、わたしはどんなこ
とを考えたか」と尋ねることで、親切にしてよかった
と思う気持ちに共感させる。 
 
○ 今までの自分の親切について、思いやりを持ち、
相手の気持ちに立ってできていたかを振り返らせる。 
 
 
 
 
○ 校長先生の話を聞いて、次への意欲付けをする。 
○「友だちに
優 し く カ ー
ド」の掲示紙 
 
 
 
 
 
 
○場面絵 
 
 
 
 
 
 
○ホワイトボ
ード 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○「わたしの
親切体験」ワ
ークシート 
 
 
 
○校長先生の
お話 
 
 
・たくさんの親切ができてよかったな。 
・できない時や、できない相手がいるなあ。 
・相手のことを考えてするのが本当のしんせつだ。 
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【注】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
１ 主題名の後に、本時の指導内容が指導要領に示された指導内容のどれにあたるのかわか
るように、指導要領の指導内容の番号を書く。 
 あるいは、本作成例のように主題設定の理由の（１）ねらいとする価値についての項目の
冒頭で示してもよい。 
２ 年間指導計画において計画された主題についての指導を指示された場合、主題名、ねら
い及び資料については、原則として年間指導計画におけるものを記述する。 
３ 「主題設定の理由」については、（１）指導内容（道徳的価値観）についての指導者（実
習生）の基本的な考え方（ねらいとする価値観） （２）内容項目にかかわる児童の実態と
指導者の願い （３）使用する資料の特質や活用の方法について記述する。 
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Ⅵ 特別活動領域 
(1)今回の改訂のポイント   
①体験の重視が今回改訂の柱とされた。 
■総則に、「総合的な学習の時間における学習活動をもって相当する特別活動の学校行事に掲げ
る各行事に替えることができる。」と述べられており、合科的な扱いをすることにより、今まで
以上に充実した体験が可能になっている。 
②特別活動の各内容のねらいと意義を明確にするため、各内容の目標が新たに示された。 
③学校行事の「学芸的行事」が「文化的行事」と改められ、「文化や芸術に親しんだりするよう
な活動」が新たに加えられた。 
■前回の学習指導要領の改訂の時に、ガイダンス機能の充実の観点から、特に学級活動の内容が
大きく変化しており、今回の改訂では、内容的な変更点は多くない。主なものは上記の３点であ
る。以下、改訂のポイントをあげると次のようになる。                                     
 
①目標   
■よりよい「人間関係」の構築が小・中の目標に追加された。また、小学校に「自己の生き方に
ついての考えを深め、自己を生かす能力を養う。」と追加され、小学校から高等学校まで、「生き
方」についての指導が共通目標となった。これは、道徳的実践の指導の一層の充実を図り、豊か
な人間性や社会性、自律性の育成を一貫して目指したことによるものである。 
 
②学級活動 
■小学校においては、小１プログレムや中１ギャップ等の課題へに向けて細かな対応をする必
要から、低・中・高別に内容が示された。食育の重要性から、小・中ともに、給食指導に「食育
の観点をふまえた」という文言が追加された。 
 
③児童会活動・生徒会活動 
■内容を明確にし活動の充実を図るため、内容が明示された。 
 
④クラブ活動（小学校のみ） 
■児童会活動・生徒会活動と同様に内容を明確にし活動の充実を図るため、内容が明示された。 
 
⑤学校行事 
■小学校の遠足・集団宿泊的行事の内容に、「自然の中での集団宿泊活動など」と「人間関係な
ど」の文言が追加された。これは、自然の中での集団宿泊体験や多様な人々との交流体験を重視
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する観点からの変更である。 
 
(2)目標 
■小・中・高それぞれの学習指導要領を参照すること。 
 
(3)内容 
■特別活動の内容は「学級活動（高校はホームルーム活動）」「児童会活動（中・高は生徒会活動）」
「クラブ活動（小学校のみ）」「学校行事」で構成されている。詳細は学習指導要領にゆだねるが、
主なものは次のようになっている。 
 
①学級活動（ホームルーム活動） 
■学級活動（ホームルーム活動）学級を単位として、学級や学校生活の充実と向上、児童・生徒
が当面する諸課題に対応するため、次の活動を行う。「学級や学校の生活づくり」「適応・成長・
健康安全」「学業と進路（中・高のみ）」 
 
②児童会活動（生徒会活動） 
■学校の全児童（生徒）で組織し、学校生活の充実と向上を図る活動を行う。 
 
③クラブ活動（小学校のみ） 
■学年や学級の所属を離れ、主として 4年生以上の児童で組織する。 
 
④学校行事 
 ■全校又は学年を単位としての活動である。内容としては次の 5つの行事がある。 
(ⅰ)儀式的行事 
(ⅱ)文化的行事 
(ⅲ)健康安全 
(ⅳ)旅行・集団宿泊的行事 
(ⅴ)勤労生産・奉仕的行事 
 
(4)指導上の留意点 
■特別活動の特質は、「成すことによって学ぶ」ことである。それは、次のような流れをそれぞ
れの子どもが実感することである。何らかのめあてをもち、「自己決定」をする。→成就するた
めに努力（体験）する。→「自己実現」を果たす。→「自己存在感」や「人間関係の豊かさ」を
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実感する。このような体験を効果的にしていくためには、次の点に留意したい。 
 
①子ども理解に努める。 
■一人ひとりの子どもの立場や心情などを共感的に理解する。 
 
②子どもとの間に信頼関係をつくる。 
■信頼関係は、先ず教師が子どもの言動を共感的に受容することから始まる。子どもの話はよく
聞いて気持ちや立場を理解してやりたい。また、一緒に作業したり、活動したり、遊んだりする
ことも大切である。 
 
③集団の特性をつかむ。 
■特別活動は、望ましい集団活動を通して展開される活動である。したがって、対象となる集団
をよく知ることが大切である。リーダーや各メンバーの特質などをつかみたい。そして、全体を
見ると同時に、一人ひとりが生かされているかどうかについても目を配り、適切な支援に心がけ
たい。 
 
④自主的・実践的な活動を大切にする。 
■自主的な活動を伸ばすには、子どもを認め努力を積極的に評価し、自信をもたせることが有効
である。また、子どもの自由な発想にも対応できる弾力的で、融通性のある計画を作成したい。
そのときに必要なのは、教師の適切な指導である。体験をより有効なものにするために、事後指
導などに作文を書くなどの言語活動を活性化することも大切である。 
 
⑤安全に配慮する。 
■特別活動は、体験活動が中心になってくる。安全への配慮は欠かせない。 
 
(5)学級（ホームルーム）活動-指導上の留意事項- 
■実習では学級経営と深く関わる「学級（ホームルーム）活動」が特に大切である。その指導に
あたっては、上記の(4)指導上の留意点に加えて次の点に配慮したい。 
 
①子どもの名前をできるだけ早く覚える。 
■覚えた名前は、略称や呼び捨てをせず、正しく「くん・さん」付けで呼ぶ。 
 
②学級の実態を把握する。 
56 
 
■成員間の人間関係や集団の特性、個々人の長所や課題などをできるだけ的確に把握し、適切な
対応を考える。 
 
③全員参加に心がける。 
■特に、活動の中でつらい思いや寂しい思いをしている子どもはいないか注意する。そして、全
ての子どもが能動的に活動に参加するよう適切な支援をする。 
 
④成就感を大切にする。 
■無理な計画はさけて、目標が達成できるような活動を計画する。 
 
⑤生活上の課題を明確にする。 
■課題を明確にし、必要感を各成員に感じさせた上で適切な指導をする。 
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【指導案例】 
学 級 活 動 第 1 学 年 学 習 指 導 案 
                               （Ｔ1）          印 
                               （Ｔ2）          
印 
平成  年  月  日（ 曜日）     第 校時        1年  組 教室 
単 元 名 やさいパワーで元気な体を作ろう 
目標 
■野菜には体にとって大切な働きがあることを知り、好き嫌いなく進ん
で野菜を食べようとする実践的態度を育てる。 
題材設定の理由 
（教材観） 
（児童観） 
（指導の重点） 
 
○題材観 
■「食」は健康な生活を送る上で重要な役割を果たしている。望ましい食
生活は、健やかな成長や心の安定につながると考えられる。野菜を積極的
に摂取した食生活が望まれるが、低学年の児童は野菜嫌いな子が多く、摂
取の不足している児童がみられる。学校の給食時間においても、野菜を中
心とした献立の時には、どうしても残量が多くなりがちである。また、家
庭の食事でも動物性食品の摂取が増え、野菜とのバランスに欠ける傾向
がみられる。 
■野菜にはビタミンやミネラル、食物繊維などが豊富に含まれており、体
の調子を整える働きがある。成長期の児童にとって、野菜の働きを知り、
進んで食べようとする意欲をもつことは、健康な体を作るために重要で
ある。 
■そこで、野菜の体内での働きを知ることで、好き嫌いなく進んで食べ
ようとする意欲と実践的態度を育成したいと考えた。 
 
○児童の実態 
■本学級の児童は 28名である。給食の時間を楽しみにしている児童が多
く、クラスみんなで楽しく給食を食べることができている。また、野菜中
心の献立を苦手としている児童もいるが、苦手な献立でもがんばって食
べようとしている姿もみられ、2 学期になり食べる量も増えつつある。し
かし、野菜を食べた方がよいことはわかっていても、野菜の働きについて
までは詳しく知らないため、なぜ食べないといけないのかがわからずに
好き嫌いだけで判断し、残している児童もいると考える。 
■そこで、野菜は自分たちの体にとって大切な働きがあることを知って、
進んで食べようとする気持ちがもてるようにしたい。 
 
○食育の視点 
・野菜には体の中で大切な働きがあることがわかる。（①食事の重要性） 
・元気な体を作るために好き嫌いなく食べることが欠かせないことがわ
かる。（②心身の 健康） 
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事前の活動 
 
放課後■■■嫌いな野菜を調べる。 
給食時間■■給食に使われている野菜を知る。 
生活科■■■野菜の仲間分けをする。 
 
本時案 
学 習 活 動 教 師 の 支 援 ・ 留 意 点                       準備物 
1 嫌いな野菜につ 
 いて話し合う。 
 
2 色の濃い野菜と 
 色のうすい野菜に 
 分けられることを 
 思い出す。 
 
3 本時のめあてを 
 つかむ。 
 
 
4 野菜を色の濃い 
 野菜と色のうすい 
 野菜に分ける。 
 
 
 
 
5 それぞれの働き 
 について知る。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
6 これからの食生 
 活について考え 
 る。 
 
・事前に調べたきらいな野菜の一覧表を掲示して嫌いな  
  わけについて話し合う。 
 
・色の濃い野菜と色のうすい野菜について生活科で使用 
  した野菜やカードを使って思い出せるようにする。（T1） 
 
 
 
・給食にいつも野菜がでるのはなぜかを予想することで、 
 体の中での野菜の働きに関心をもつことができるように 
  する。（T1） 
 
・今日の給食に使われている野菜を提示し、色の濃い野菜 
 と色のうすい野菜に分ける。（T2） 
色の濃い野菜 
にんじん・ねぎ・小松菜 
色のうすい野菜 
玉ねぎ・ごぼう・白菜・もやし 
 
・色の濃い野菜と色のうすい野菜にはそれぞれに大切な働 
   きがあることをペープサートを使って説明する。（T1,T2） 
色の濃い野菜：目の働きを守る 
色の濃い野菜：カロテンの働き 
色のうすい野菜：かぜをひかない体を作る 
        ビタミンの働き 
 
・1年生の時に学習した絵カードを提示することで、さつ 
 まいもについて思い出せるようにし、どちらのグループ 
 にもさつまいもと同じ食物繊維が含まれていることを知 
 らせる。（T2） 
・野菜にはそれぞれ違った働きがあることを知ることによ 
 り、いろいろな野菜を食べなければいけないことに気づ 
 くことができるようにする。（T2） 
・自分の食生活を振り返り、これからがんばることをがん 
 ばりカードにまとめる。（T1） 
 
・まとめたことを発表する場を設けることで、これからの 
 食生活の意欲が高まるようにする。（T1） 
・がんばりカードは家庭で 2 週間記録してもってくること 
 を知らせ、がんばるよう意欲付ける。 
一覧表 
 
 
野菜 
カード 
 
 
 
 
 
 
 
野菜 
絵カード 
 
 
 
 
 
ペープサート 
カロテンマン 
ビタミンマン 
 
 
 
 
絵カード 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
がんばりカ
ード 
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評価の観点 
■野菜には大切な働きがあることを理解し、進んで食べようとしている
か。（カード・発表） 
事後の活動 ■家庭に協力を求め、2週間がんばりカードに取り組む。 
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【諸様式など】
(1)「小学校教育実習　実習希望先調査票（様式1）」
年   月   日提出〆切
年 組 番 氏名
ふりがな
a.津山市以外の出身公立小学校 b.出身私立小学校
c.出身以外の地元小学校 d.津山市立小学校（出身者）
e.津山市立小学校（出身者以外）
〒
携帯などTEL
〒
TEL
(2)「小学校教育実習　実習内々諾先調査票（様式2）」
年   月   日提出〆切
年 組 番 氏名
ふりがな
正式名称
ふりがな
: 県 立 小学校
住所
ふりがな
: 〒
TEL:
正式名称
ふりがな
:
住所
ふりがな
:
TEL:
有・無
変更の場合のみ記入
内々諾先実習校
教育委員会
申請書類
実習期間
実習希望先
現住所
ふりがな
帰省先
ふりがな
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(3)「小学校教育実習　実習内諾先調査票（様式3）」
年   月   日提出〆切
年 組 番 氏名
ふりがな
〒
携帯などTEL
〒
TEL
正式名称
ふりがな
: 県 立 小学校
住所
ふりがな
: 〒
TEL:
正式名称
ふりがな
:
住所
ふりがな
:
TEL:
通常と異なる場合のみ記入
実習期間
教育委員会
現住所
ふりがな
帰省先
ふりがな
内々諾先実習校
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(4)「小学校教育実習　実習巡回指導依頼（様式4）」
年 組 番 氏名
ふりがな
〒
携帯などTEL
正式名称
ふりがな
: 県 立 小学校
住所
ふりがな
: 〒
TEL:
現住所
ふりがな
実習校
実習校
行事日程などの
連絡事項
